
番号 名称 略称

2 東京書籍 東  書◆ 国語
Ｂ５

1,042

15 三省堂 三省堂◆ 国語
Ｂ５

1,055

17 教育出版 教  出◆ 国語
Ｂ５

1,074

38 光村図書 光  村◆ 国語
Ｂ５

1,000

※「発行者　略称」欄にある◆は、「学習者用デジタル教科書」（学校教育法第34条第２項に規定する教材）の
　発行予定があることを示しています。

７０１・８０１・９０１

７０２・８０２・９０２

判型

総ページ数

国　　　語

検定済年教科書の記号・番号

令和２年

７０３・８０３・９０３

７０４・８０４・９０４

発行者
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１ 調査の対象となる教科書の冊数と発行者  
 

冊 数  発 行 者 の 略 称 

12 冊  東書、三省堂、教出、光村 

 
２ 学習指導要領における教科・分野の目標等 
 
【国語科の目標】 

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で正確に理解し適切に表現する資質・

能力を次のとおり育成することを目指す。 
(1)  社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。 

(2) 社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養う。 

(3) 言葉がもつ価値を認識するとともに、言語感覚を豊かにし、我が国の言語文化に関わり、国語 

を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。 

 

【学年の目標】 
 第１学年 第２学年 第３学年 

知
識
及
び
技
能 

(1) 社会生活に必要な国語

の知識や技能を身に付け

るとともに、我が国の言語

文化に親しんだり理解し

たりすることができるよ

うにする。 

(1) 社会生活に必要な国語

の知識や技能を身に付け

るとともに、我が国の言語

文化に親しんだり理解し

たりすることができるよ

うにする。 

(1) 社会生活に必要な国語

の知識や技能を身に付け

るとともに、我が国の言語

文化に親しんだり理解し

たりすることができるよ

うにする。 

思
考
力
、
判
断
力
、 

表
現
力
等 

(2) 筋道立てて考える力や

豊かに感じたり想像した

りする力を養い、日常生活

における人との関わりの

中で伝え合う力を高め、自

分の思いや考えを確かな

ものにすることができる

ようにする。 

(2) 論理的に考える力や共

感したり想像したりする

力を養い、社会生活におけ

る人との関わりの中で伝

え合う力を高め、自分の思

いや考えを広げたり深め

たりすることができるよ

うにする。 

(2) 論理的に考える力や深

く共感したり豊かに想像

したりする力を養い、社会

生活における人との関わ

りの中で伝え合う力を高

め、自分の思いや考えを広

げたり深めたりすること

ができるようにする。 

学
び
に
向
か
う
力
、

人
間
性
等 

(3) 言葉がもつ価値に気付

くとともに、進んで読書を

し、我が国の言語文化を大

切にして、思いや考えを伝

え合おうとする態度を養

う。 

(3) 言葉がもつ価値を認識

するとともに、読書を生活

に役立て、我が国の言語文

化を大切にして、思いや考

えを伝え合おうとする態

度を養う。 

(3) 言葉がもつ価値を認識

するとともに、読書を通し

て自己を向上させ、我が国

の言語文化に関わり、思い

や考えを伝え合おうとす

る態度を養う。 

 

【参考：中学校学習指導要領解説 国語編（以下、「解説 国語編」とする。）「第１章 総説 ２ 国

語科の改訂の趣旨及び要点」から（抜粋）】 

(2) 学習内容の改善・充実 

 ① 語彙指導の改善・充実 

   中央教育審議会答申において、＜略＞語彙は、全ての教科等における資質・能力の育成や学習

の基盤となる言語能力を支える重要な要素である。このため、語彙を豊かにする指導の改善・充

実を図っている。 

   語彙を豊かにするとは、自分の語彙を量と質の両面から充実させることである。具体的には、

意味を理解している語句の数を増やすだけでなく、話や文章の中で使いこなせる語句を増やすと

ともに、語句の意味や使い方に対する認識を深め、語感を磨き、語彙の質を高めることである。

このことを踏まえ、各学年において、指導の重点となる語句のまとまりを示すとともに、語句へ

の理解を深める指導事項を系統化して示した。 
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 ② 情報の扱い方に関する指導の改善・充実 

   急速に情報化が進展する社会において、様々な媒体の中から必要な情報を取り出したり、情報

同士の関係を分かりやすく整理したり、発信したい情報を様々な手段で表現したりすることが求

められている。〈略〉 

   話や文章に含まれている情報を取り出して整理したり、その関係を捉えたりすることが、話や

文章を正確に理解することにつながり、また、自分のもつ情報を整理して、その関係を分かりや

すく明確にすることが、話や文章で適切に表現することにつながるため、このような情報の扱い

方に関する「知識及び技能」は国語科において育成すべき重要な資質・能力の一つである。 

   こうした資質・能力の育成に向け、「情報の扱い方に関する事項」を新設し、「情報と情報との

関係」と「情報の整理」の二つの系統に整理して示した。 

 ③ 学習過程の明確化、「考えの形成」の重視 

   〈略〉〔思考力、判断力、表現力等〕の各領域において、学習過程を一層明確にし、各指導事項

を位置付けた。 

   また、全ての領域において、自分の考えを形成する学習過程を重視し、「考えの形成」に関する 

指導事項を位置付けた。 

 ④ 我が国の言語文化に関する指導の改善・充実 

   〈略〉「伝統的な言語文化」、「言葉の由来や変化」、「書写」、「読書」に関する指導事項を「我が

国の言語文化に関する事項」として整理し、その内容の改善を図った。 

(3) 学習の系統性の重視 

   国語科の指導内容は、系統的・段階的に上の学年につながっていくとともに、螺旋的・反復的に

繰り返しながら学習し、資質・能力の定着を図ることを基本としている。このため、小・中学校を

通じて、〔知識及び技能〕の指導事項及び〔思考力、判断力、表現力等〕の指導事項と言語活動例

のそれぞれにおいて、重点を置くべき指導内容を明確にし、その系統化を図った。 

(4) 授業改善のための言語活動の創意工夫 

     〔思考力、判断力、表現力等〕の各領域において、どのような資質・能力を育成するかを(1)の

指導事項に示し、どのような言語活動を通して資質・能力を育成するかを(2)の言語活動例に示す

という関係を明確にするとともに、各学校の創意工夫により授業改善が行われるようにする観点

から、従前に示していた言語活動例を言語活動の種類ごとにまとめた形で示した。 

(5) 読書指導の改善・充実 

     〈略〉各学年において、国語科の学習が読書活動に結び付くよう〔知識及び技能〕に「読書」に

関する指導事項を位置付けるとともに、「読むこと」の領域では、学校図書館などを利用して様々

な本などから情報を得て活用する言語活動例を示した。 

 

【参考：「解説 国語編」「第４章 指導計画の作成と内容の取扱い ３ 教材についての配慮事項」か

ら（抜粋）】 

３ 教材については、次の事項に留意するものとする。 

(1) 教材は、第２の各学年の目標及び内容に示す資質・能力を偏りなく養うことや読書に親しむ態

度を育成することをねらいとし、生徒の発達の段階に即して適切な話題や題材を精選して調和的

に取り上げること。また、第２の各学年の内容の〔思考力、判断力、表現力等〕の「Ａ話すこと・

聞くこと」、「Ｂ書くこと」及び「Ｃ読むこと」のそれぞれ(2)に掲げる言語活動が十分行われる

よう教材を選定すること。 

(2) 教材は、次のような観点に配慮して取り上げること。 

ア 国語に対する認識を深め、国語を尊重する態度を育てるのに役立つこと。 

 イ 伝え合う力、思考力や想像力を養い言語感覚を豊かにするのに役立つこと。 

 ウ 公正かつ適切に判断する能力や創造的精神を養うのに役立つこと。 

 エ 科学的、論理的に物事を捉え考察し、視野を広げるのに役立つこと。 

 オ 人生について考えを深め、豊かな人間性を養い、たくましく生きる意志を育てるのに役立つこ

と。 

 カ 人間、社会、自然などについての考えを深めるのに役立つこと。 

 キ 我が国の伝統と文化に対する関心や理解を深め、それらを尊重する態度を育てるのに役立つこ

と。 

 ク 広い視野から国際理解を深め、日本人としての自覚をもち、国際協調の精神を養うのに役立つ

こと。 
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(3) 第２の各学年の内容の〔思考力、判断力、表現力等〕の「Ｃ 読むこと」の教材については、各

学年で説明的な文章や文学的な文章などの文章の種類を調和的に取り扱うこと。また、説明的な

文章については、適宜、図表や写真などを含むものを取り上げること。 

(4) 我が国の言語文化に親しむことができるよう、近代以降の代表的な作家の作品をいずれかの学

年で取り上げること。 

 

３ 教科書の調査研究 
 
（１） 内容 

ア 調査研究の総括表（調査結果は「別紙１」） 
調査研究項目（調査研究の対象） 対象の根拠（目標等） 数値データの単位 

ａ 〔知識及び技能〕の内容を取り上げている単元数  学年の目標(1) 個 

 ｂ 〔思考力、判断力、表現力等〕における３領域ごと

の主な単元数 

 教科の目標 

解説国語編「第２章 国語

科の目標及び内容 第２

節 国語科の内容 １」 

 個、％ 

 ｃ 〔思考力、判断力、表現力等〕「話すこと・聞くこと」

の言語活動別の主な単元数 
 学年の目標(2) 

解説国語編「第２章 国語

科の目標及び内容 第２

節 国語科の内容 ３」 

 個 

 ｄ 〔思考力、判断力、表現力等〕「書くこと」の言語活

動別の主な単元数 
 個 

 ｅ 〔思考力、判断力、表現力等〕「読むこと」の文種別

作品数 
学年の目標(2) 個 

ｆ 資料の内容 

 ・文学的な文章教材 

 ・説明的な文章教材 

 ・読書に関する資料 

 ・口語文法に関する資料 

 ・漢字 

 ・語句・語彙に関する資料 

 ・情報の扱い方に関する資料 

 ・古典及び古典の知識に関する資料 

 ・文字に関する資料 

 ・言語活動に関する資料 

・発展的な内容 

 ・年表 

第４章指導計画の作成と
内容の取扱い ページ 

 ｇ 発展的な内容を取り上げている箇所 
 中学校学習指導要領第１

章総則 
 箇所 

 
イ 調査項目の具体的な内容（調査結果は「別紙２」） 

①  調査項目の具体的な内容の対象とした事項 
ａ 〔知識及び技能〕の内容を取り上げている単元の名称（別紙２－１） 
  言葉の特徴や使い方に関する事項、情報の扱い方に関する事項、我が国の言語文化に関

する事項の内容を取り上げている単元の名称 
 ・ 言葉の特徴や使い方に関する事項 
 ・ 情報の扱い方に関する事項 
 ・ 我が国の言語文化に関する事項 
ｃ 〔思考力、判断力、表現力等〕「話すこと・聞くこと」の言語活動別の主な単元名（別紙

２－２） 
 ・ 話す活動 
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・ 聞く活動 
 ・ 話し合う活動 
ｄ 〔思考力、判断力、表現力等〕「書くこと」の言語活動別の主な単元名（別紙２－３） 
 ・ 説明的な文章を書く活動 
 ・ 実用的な文章を書く活動 
 ・ 文学的な文章を書く活動 
ｅ 〔思考力、判断力、表現力等〕「読むこと」の文種別作品名と筆者名（別紙２－４） 

      ・ 説明的な文章 
      ・ 文学的な文章 
      ・ 詩歌（古典を含まない） 
     ｆ 資料の内容のページ数 

ｇ 発展的な内容を取り上げている箇所の名称（別紙２－５） 
＜その他＞ 

＊１ 神話や伝承を知り、日本文化や伝統に関心をもたせる資料（別紙２－６） 

＊２ 北朝鮮による拉致問題の扱い 

＜ 調査の結果、＊２については記載の無いことを確認した。 ＞ 

＊３ 防災や自然災害の扱い（別紙２－７） 

＊４ オリンピック・パラリンピックの扱い（別紙２－８） 

② 上記調査研究項目を設定した理由等 
     ・ 解説国語編「第１章 総説 ２ 国語科の改訂の趣旨及び要点（１）目標及び内容の構成」

にある、三つの柱に沿った資質・能力の整理を踏まえ、構成し直した〔知識及び技能〕及び

〔思考力、判断力、表現力等〕に基づいて調査することとした。（ａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅ） 
         ・ 解説国語編「第４章 指導計画の作成と内容の取扱い」の３「教材についての配慮事項」

では、「第２の各学年の目標及び内容に示す資質・能力を偏りなく養うことや読書に親しむ

態度を育成することをねらいとし、生徒の発達の段階に即して適切な話題や題材を精選し

て調和的に取り上げること。」とあることから、文種別に調査を行うこととした。（ｅ） 
     ・ 同様に、「第２の各学年の内容の〔思考力、判断力、表現力等〕の「Ａ話すこと・聞くこ

と」、「Ｂ書くこと」「Ｃ読むこと」のそれぞれの（２）に掲げる言語活動が十分行われるよ

う教材を選定すること。」とあることから、言語活動別に整理して調査を行うこととした。

（ｃ、ｄ） 
     ・ 発展的な内容については、中学校学習指導要領「第１章 総則 第２ 教育課程の編成 

３ 教育課程の編成における共通的事項 （１）内容等の取扱い イ」において、「学校に

おいて特に必要がある場合には、第２章以下に示していない内容を加えて指導することが

できる。」と示されている。また、「（３）指導計画の作成等に当たっての配慮事項 イ」で

は、「各教科等及び各学年相互間の関連を図り、系統的、発展的な指導ができるようにする

こと。」と示されている。 
       そのため、教科書に発展的な内容として明記されている主な単元の数について調査する

こととした。（ｇ） 
     ＜その他＞ 

・ 神話や伝承を知り、日本文化や伝統に関心をもたせる資料については、学習指導要領の内

容の取扱い「神話・伝承などの学習を通して、当時の人々の信仰やものの見方などに気付か

せる」ことの扱いの有無、取り上げている資料、記述の概要を調査する。（＊１） 

・ 北朝鮮による拉致問題の扱いについては、東京都教育委員会が、教育目標の基本方針１と

して「『人権尊重の精神』と『社会貢献の精神』の育成」を掲げ人権教育を推進してきた観点

から、児童・生徒が人権尊重の理念を正しく理解できるようにするため調査する。（＊２） 

・ 東京都では、自然災害時における被害を最小化し、首都機能の迅速な復旧を図る総合的な

リスクマネジメント方策の確立が喫緊の課題であり、防災教育の普及等により地域の防災力

の向上が重要であることから、防災や自然災害の扱いについて調査する。（＊３） 

・ 東京都教育委員会教育目標の基本方針２・３に基づき、文化・スポーツに親しみ、国際社
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会に貢献できる日本人を育成するという観点から、オリンピック・パラリンピックの扱いに

ついて調査する。（＊４） 
 
③ 調査研究の方法（ａ～ｇの分野に分類する。） 
 ａ    〔知識及び技能〕別の主な単元について整理する。 
 ｂ    〔思考力、判断力、表現力等〕における３領域ごとの単元について整理する。 
 ｃ、ｄ 〔思考力、判断力、表現力等〕「話すこと・聞くこと」及び「書くこと」の言語活 

動別に分類した主な単元について整理する。 
 ｅ   〔思考力、判断力、表現力等〕「読むこと」について、説明的な文章、文学的な文 

章、詩歌（古典を含まない）の文種別に作品名と筆者名を整理する。 
     ｆ   該当する教材名の掲載されたページ数について整理する。 
     ｇ   発展的な内容については、義務教育諸学校教科用図書検定基準第２章２（16）に 

基づき、発展的な学習内容以外のものと区別して、発展的な学習内容であることが明 
示されているものを整理する。 

＜その他＞ 
＊１ 神話や伝承について取り上げている資料の概要を調査する。 

 ＊２ 北朝鮮による拉致問題について取り上げている項目及び記述の概要を調査する。 

 ＊３ 防災や自然災害について取り上げている項目及び記述の概要を調査する。 

 ＊４ オリンピック・パラリンピックについて取り上げている項目及び記述の概要を調査す

る。                          

 
（２） 構成上の工夫（調査結果は「別紙３」） 
    以下の観点について、記載する。 
   ア 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた工夫 
   イ ユニバーサルデザインの視点 
   ウ デジタルコンテンツの扱い 
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）
　
内
容
　
ア
　
　
調
査
研
究
の
総
括
表
　
】
（
中
学
校
　
国
語
）

項
目

発
行
者

1
5

2
2

3
9

7
6

1
9
.
7
%

2
8
.
9
%

5
1
.
3
%

1
0
0
.
0
%

1
2

1
9

3
8

6
9

1
7
.
4
%

2
7
.
5
%

5
5
.
1
%

1
0
0
.
0
%

1
4

1
8

4
8

8
0

1
7
.
5
%

2
2
.
5
%

6
0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

2
0

2
2

4
3

8
5

2
3
.
5
%

2
5
.
9
%

5
0
.
6
%

1
0
0
.
0
%

※
「
別
紙
１
」
に
お
い
て
は
、
巻
末
資
料
（
付
録
等
）
や
別
冊
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
数
に
含
め
て
い
な
い
。

表
中
の
平
均
値
は
、
項
目
ご
と
の
各
発
行
者
の
平
均
を
小
数
第
二
位
で
四
捨
五
入
し
た
値
を
示
し
て
い
る
。

b
、
c
、
d
は
各
領
域
の
言
語
活
動
別
の
主
な
単
元
数
を
示
し
て
い
る
。

e
は
文
種
別
作
品
数
を
示
し
て
い
る
。

ａ
〔
知
識
及
び
技
能
〕
の
内

容
を
取
り
上
げ
て
い
る
単
元

数

ｂ
〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力

等
〕
に
お
け
る
３
領
域
ご
と
の
主
な

単
元
数

ｃ
〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力

等
〕
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
の

言
語
活
動
別
の
主
な
単
元
数

話 す こ と ・ 聞 く こ

と
計

1
0

3
6

言 葉 の 特 徴 や 使 い

方 に 関 す る 事 項

情 報 の 扱 い 方 に 関

す る 事 項

我 が 国 の 言 語 文 化

に 関 す る 事 項

2
2

0 00

6

5
9

7
3

8
教
出

4
1
4

3
9

6

1
5

5
0

光
村

5
.
8

2
0
.
0

1
5

5
1

4
8
.
5

2
.
5

7
5
3

平
均
値

3
0

1
2

7
6

東
書

1
3

三
省
堂

1
6

1
9

4
0

8

1
5
.
3

8
.
3

4
9

6

4

1
5
.
3

2
0
.
3

4
2
.
0

7
7
.
5

2
2

2
7

5
3

7

7
.
0

5
.
0

2
0
.
3

2
1

1
0

1
8

6
.
0

4
4
.
3

6
3

7
7
.
8

9
7

7
8

3
5

7
3

4
1

1
2

1
3
.
8

1
6

4
4
.
0

1
2

4
8

5
2

ｅ
〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力

等
〕
「
読
む
こ
と
」
の
文
種
別
作
品

数

ｄ
〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力

等
〕
「
書
く
こ
と
」
の
言
語
活
動
別

の
主
な
単
元
数

実 用 的 な 文 章 を 書

く 活 動

説 明 的 な 文 章 を 書

く 活 動

話 し 合 う 活 動

文 学 的 な 文 章

詩 歌 （ 古 典 を 含 ま

な い ）

聞 く 活 動

計
文 学 的 な 文 章 を 書

く 活 動

計
書 く こ と

計
説 明 的 な 文 章

話 す 活 動

読 む こ と

5 0 3 6

3
.
5

2
0

1
0

6
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「
別
紙
１
」
【
　
（
１
）
　
内
容
　
ア
　
　
調
査
研
究
の
総
括
表
　
】
（
中
学
校
　
国
語
）

項
目

発
行
者

文 学 的 な 文 章 教 材

説 明 的 な 文 章 教 材

読 書 に 関 す る 項 目

口 語 文 法 に 関 す る 項 目

漢 字
語 句 ・ 語 彙 に 関 す る 項 目

情 報 の 扱 い 方 に 関 す る 項 目

古 典 及 び 古 典 の 知 識

に 関 わ る 項 目

文 字 に 関 す る 項 目

言 語 活 動 に 関 す る 項 目

発 展 的 な 内 容

年 表

東
書

2
7
.
5

2
3
.
5

1
7

0
7
7

1
7

4
2
0

0
2
8

2
2

1

三
省
堂

7
.
5

4
.
5

3
0

9
4

3
6

2
1

2
0

0
3
6

0
1
2

0

教
出

2
7

1
4

6
0

8
3

1
2

1
1
5

0
1
4

2
3

1

光
村

4
5

1
5

7
0

9
1

1
8

6
1
7

1
2
5

2
6

1

平
均
値

2
6
.
8

1
4
.
3

8
.
3

0
.
0

8
6
.
3

2
0
.
8

8
.
0

1
8
.
0

0
.
3

2
5
.
8

1
.
5

5
.
8

0
.
8

ｆ
「
文
学
的
な
文
章
教
材
」
は
、
文
学
的
な
文
章
や
文
学
的
な
文
章
の
読
解
に
必
要
な
言
葉
の
力
な
ど
の
項
目
の
こ
と
で
あ
る
。

「
説
明
的
な
文
章
教
材
」
は
、
説
明
的
な
文
章
や
説
明
的
な
文
章
の
読
解
に
必
要
な
言
葉
の
力
な
ど
の
項
目
の
こ
と
で
あ
る
。

「
読
書
に
関
す
る
項
目
」
は
、
読
書
案
内
や
本
の
検
索
方
法
な
ど
の
項
目
の
こ
と
で
あ
る
。

「
口
語
文
法
に
関
す
る
項
目
」
は
、
口
語
文
法
の
復
習
や
ま
と
め
、
練
習
問
題
な
ど
の
項
目
の
こ
と
で
あ
る
。

「
漢
字
」
と
は
、
学
習
漢
字
な
ど
の
ま
と
め
や
漢
字
の
練
習
の
項
目
の
こ
と
で
あ
る
。

「
語
句
・
語
彙
に
関
す
る
項
目
」
は
、
辞
典
・
辞
書
に
関
す
る
こ
と
や
語
彙
集
な
ど
の
項
目
の
こ
と
で
あ
る
。

「
情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
項
目
」
は
、
情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項
に
関
す
る
項
目
の
こ
と
で
あ
る
。

「
古
典
及
び
古
典
の
知
識
に
関
わ
る
項
目
」
は
、
古
典
作
品
や
そ
れ
ら
を
読
む
た
め
に
必
要
な
知
識
な
ど
の
項
目
の
こ
と
で
あ
る
。

「
文
字
に
関
す
る
項
目
」
は
、
文
字
の
成
り
立
ち
や
ロ
ー
マ
字
、
書
体
な
ど
の
項
目
の
こ
と
で
あ
る
。

「
言
語
活
動
に
関
す
る
項
目
」
は
、
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
や
書
く
こ
と
等
の
言
語
活
動
に
必
要
な
技
術
や
知
識
の
項
目
の
こ
と
で
あ
る
。

g
は
、
教
科
書
に
「
発
展
」
の
表
記
が
あ
る
単
元
又
は
資
料
の
数
を
示
し
て
い
る
。

ｆ
 
資
料
の
内
容
(
ペ
ー
ジ
数
)

ｇ  発 展 的 な 内 容 を 取 り 上 げ て

い る 箇 所
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「
別
紙
２
－
１
」
【
（

１
）

内
容

　
イ

　
調

査
項

目
の

具
体

的
な

内
容

　
ａ

〔
知

識
及

び
技

能
〕

の
内

容
を

取
り

上
げ

て
い

る
単
元
の
名
称
　
東
書
　
】
（
中
学
校
　
国
語
）

(
1
)
言

葉
の

特
徴

や
使

い
方

に
関

す
る

事
項

(
2
)
情

報
の

扱
い

方
に

関
す

る
事

項
(
3
)
我

が
国

の
言

語
文

化
に

関
す

る
事

項

第 １ 学 年

・
音

声
の

働
き

や
仕

組
み

・
文

法
と

は
・

言
葉

の
単

位
・

活
字

と
書

き
文

字
・

画
数

・
筆

順
・

接
続

す
る

語
句

・
指

示
す

る
語

句
・

文
の

成
分

・
連

文
節

・
音

読
み

・
訓

読
み

・
漢

字
の

部
首

・
語

の
意

味
と

文
脈

・
多

義
語

・
単

語
の

分
類

・
名

詞
・

他
教

科
で

学
ぶ

漢
字

・
連

体
詞

・
副

詞
・

接
続

詞
・

感
動

詞
・

漢
字

の
成

り
立

ち
・

小
学

校
六

年
の

漢
字

〈
日

常
〉

（
「

情
報

の
扱

い
方

」
の

み
を

取
り

上
げ

て
い

る
単

元
な

し
）

・
碑

〔
広

島
テ

レ
ビ

放
送

／
松

山
善

三
〕

・
本

で
世

界
を

広
げ

よ
う

　
戦

争
・

平
和

・
図

書
館

で
調

べ
よ

う
・

方
言

と
共

通
語

・
移

り
行

く
浦

島
太

郎
の

物
語

・
伊

曽
保

物
語

（
犬

と
肉

の
こ

と
、

鳩
と

蟻
の

こ
と

）
・

竹
取

物
語

・
矛

盾
・

風
を

受
け

て
走

れ
〔

佐
藤

次
郎

〕
・

本
で

世
界

を
広

げ
よ

う
　

福
祉

・
共

生
・

本
の

ポ
ッ

プ
を

作
ろ

う
・

ト
ロ

ッ
コ

〔
芥

川
龍

之
介

〕
・

名
作

を
読

も
う

第 ２ 学 年

・
話

し
言

葉
と

書
き

言
葉

・
形

の
似

た
漢

字
・

敬
語

・
他

教
科

で
学

ぶ
漢

字
(
1
)

・
用

言
の

活
用

・
漢

字
の

意
味

・
助

詞
・

同
訓

異
字

・
助

動
詞

・
他

教
科

で
学

ぶ
漢

字
(
2
)

・
類

義
語

・
対

義
語

・
同

音
異

義
語

・
小

学
校

六
年

の
漢

字
〈

学
習

〉

（
「

情
報

の
扱

い
方

」
の

み
を

取
り

上
げ

て
い

る
単

元
な

し
）

・
卒

業
ホ

ー
ム

ラ
ン

〔
重

松
清

〕
・

本
で

世
界

を
広

げ
よ

う
　

考
え

方
・

生
き

方
・

ビ
ブ

リ
オ

バ
ト

ル
を

し
よ

う
・

枕
草

子
（

第
一

段
、

第
百

二
十

五
段

）
・

徒
然

草
（

第
五

十
二

段
）

・
平

家
物

語
（

祇
園

精
舎

、
那

須
与

一
）

・
漢

詩
（

春
暁

、
黄

鶴
楼

に
て

孟
浩

然
の

広
陵

に
之

く
を

送
る

、
春

望
）

・
鰹

節
－

世
界

に
誇

る
伝

統
食

〔
小

泉
武

夫
〕

・
本

で
世

界
を

広
げ

よ
う

　
日

本
文

化
・

調
べ

て
一

枚
レ

ポ
ー

ト
に

ま
と

め
よ

う
・

坊
っ

ち
ゃ

ん
〔

夏
目

漱
石

〕
・

名
作

を
読

も
う

第 ３ 学 年

・
和

語
・

漢
語

・
外

来
語

・
他

教
科

で
学

ぶ
漢

字
(
1
)

・
間

違
え

や
す

い
敬

語
・

熟
語

の
構

成
・

熟
字

訓
・

連
語

・
慣

用
句

・
四

字
熟

語
・

曖
昧

な
文

・
分

か
り

づ
ら

い
文

・
送

り
仮

名
・

他
教

科
で

学
ぶ

漢
字

(
2
)

・
紛

ら
わ

し
い

漢
字

・
文

法
の

ま
と

め
・

間
違

え
や

す
い

言
葉

・
一

～
二

年
の

復
習

（
「

情
報

の
扱

い
方

」
の

み
を

取
り

上
げ

て
い

る
単

元
な

し
）

・
恩

返
し

の
井

戸
を

掘
る

〔
坂

本
達

〕
・

本
で

世
界

を
広

げ
よ

う
　

国
際

理
解

・
人

権
・

読
書

会
を

開
こ

う
・

万
葉

・
古

今
・

新
古

今
・

お
く

の
ほ

そ
道

（
冒

頭
、

平
泉

）
・

論
語

・
言

葉
の

移
り

変
わ

り
・

何
の

た
め

に
「

働
く

」
の

か
〔

姜
尚

中
〕

・
本

で
世

界
を

広
げ

よ
う

　
現

代
社

会
・

将
来

の
目

標
や

計
画

を
立

て
よ

う
・

最
後

の
一

句
〔

森
鷗

外
〕

・
名

作
を

読
も

う

※
作

者
名

〔
　

〕
、

作
品

の
抜

粋
部

分
（

　
）

学
年

ａ
〔

知
識

及
び

技
能

〕
の

内
容

を
取

り
上

げ
て

い
る

単
元

の
名

称
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「
別

紙
２

－
１

」
【

（
１

）
内

容
　

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

ａ
〔

知
識

及
び

技
能

〕
の

内
容

を
取

り
上

げ
て

い
る

単
元

の
名

称
　

三
省

堂
　

】
（

中
学

校
　

国
語

）

(
1
)
言

葉
の

特
徴

や
使

い
方

に
関

す
る

事
項

(
2
)
情

報
の

扱
い

方
に

関
す

る
事

項
(
3
)
我

が
国

の
言

語
文

化
に

関
す

る
事

項

第 １ 学 年

・
音

声
の

し
く

み
と

は
た

ら
き

・
漢

字
を

身
に

つ
け

よ
う

①
・

活
字

と
手

書
き

文
字

・
画

数
・

筆
順

・
話

し
言

葉
と

書
き

言
葉

・
漢

字
を

身
に

つ
け

よ
う

②
・

言
葉

の
単

位
・

文
節

の
関

係
・

部
首

と
成

り
立

ち
・

漢
字

を
身

に
つ

け
よ

う
③

・
接

続
す

る
語

句
・

指
示

す
る

語
句

・
漢

字
を

身
に

つ
け

よ
う

④
・

漢
字

の
音

と
訓

・
漢

字
を

身
に

つ
け

よ
う

⑤
・

単
語

の
類

別
・

品
詞

・
漢

字
を

身
に

つ
け

よ
う

⑥
・

比
喩

・
倒

置
・

反
復

・
対

句
・

体
言

止
め

・
漢

字
を

身
に

つ
け

よ
う

⑦
・

漢
字

を
身

に
つ

け
よ

う
⑧

・
漢

字
を

身
に

つ
け

よ
う

⑨

（
「

情
報

の
扱

い
方

」
の

み
を

取
り

上
げ

て
い

る
単

元
な

し
）

・
本

を
読

む
こ

と
の

お
も

し
ろ

さ
（

又
吉

直
樹

）
・

月
を

思
う

心
・

竹
取

物
語

・
古

典
の

仮
名

遣
い

・
故

事
成

語
－

矛
盾

・
訓

読
の

仕
方

・
方

言
と

共
通

語
・

小
さ

な
図

書
館

・
電

車
は

走
る

〔
重

松
清

〕
・

紅
鯉

〔
丘

修
三

〕
・

古
事

記
・

こ
の

小
さ

な
地

球
の

上
で

〔
手

塚
治

虫
〕

・
食

感
の

オ
ノ

マ
ト

ペ
〔

早
川

文
代

〕

第 ２ 学 年

・
敬

語
の

意
味

と
種

類
・

漢
字

を
身

に
つ

け
よ

う
①

・
言

葉
の

は
た

ら
き

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
漢

字
を

身
に

つ
け

よ
う

②
・

用
言

の
活

用
・

漢
字

を
身

に
つ

け
よ

う
③

・
上

位
語

・
下

位
語

・
漢

字
を

身
に

つ
け

よ
う

④
・

熟
語

の
構

成
・

熟
字

訓
・

漢
字

を
身

に
つ

け
よ

う
⑤

・
助

詞
・

助
動

詞
の

は
た

ら
き

・
漢

字
を

身
に

つ
け

よ
う

⑥
・

類
義

語
・

対
義

語
、

多
義

語
・

漢
字

を
身

に
つ

け
よ

う
⑦

・
熟

語
の

読
み

・
漢

字
を

身
に

つ
け

よ
う

⑧
・

漢
字

を
身

に
つ

け
よ

う
⑨

（
「

情
報

の
扱

い
方

」
の

み
を

取
り

上
げ

て
い

る
単

元
な

し
）

・
音

の
数

え
方

と
句

切
れ

・
生

涯
の

友
と

出
会

う
〔

小
川

洋
子

〕
・

枕
草

子
（

第
一

段
、

第
百

四
十

五
段

）
・

徒
然

草
（

序
段

、
第

五
十

二
段

、
第

九
十

二
段

）
・

平
家

物
語

（
冒

頭
、

敦
盛

の
最

期
）

・
あ

の
人

の
歌

・
漢

詩
の

世
界

（
春

暁
、

黄
鶴

楼
に

て
孟

浩
然

の
広

陵
に

之
く

を
送

る
、

春
望

）
・

小
さ

な
図

書
館

・
ポ

テ
ト

・
ス

ー
プ

が
大

好
き

な
猫

〔
テ

リ
ー

＝
フ

ァ
リ

ッ
シ

ュ
〕

・
む

さ
ぼ

り
〔

辻
邦

生
〕

・
那

須
与

一
―

「
平

家
物

語
」

よ
り

・
見

え
な

い
チ

カ
ラ

と
キ

セ
キ

〔
浦

田
理

恵
・

竹
内

由
美

〕
・

水
田

の
し

く
み

を
探

る
〔

岡
崎

稔
〕

第 ３ 学 年

・
辞

書
の

語
釈

・
漢

字
を

身
に

つ
け

よ
う

①
・

四
字

熟
語

・
漢

字
を

身
に

つ
け

よ
う

②
・

和
語

・
漢

語
・

外
来

語
・

漢
字

を
身

に
つ

け
よ

う
③

・
慣

用
句

・
こ

と
わ

ざ
・

故
事

成
語

・
漢

字
を

身
に

つ
け

よ
う

④
・

漢
字

を
身

に
つ

け
よ

う
⑤

・
表

現
に

つ
な

が
る

文
法

・
漢

字
を

身
に

つ
け

よ
う

⑥
・

相
手

や
場

に
配

慮
し

た
言

葉
遣

い
・

漢
字

を
身

に
つ

け
よ

う
⑦

・
漢

字
を

身
に

つ
け

よ
う

⑧
・

三
年

間
の

文
法

の
総

ま
と

め

（
「

情
報

の
扱

い
方

」
の

み
を

取
り

上
げ

て
い

る
単

元
な

し
）

・
谷

間
の

君
へ

〔
宮

下
奈

都
〕

・
和

歌
の

世
界

―
万

葉
集

・
古

今
和

歌
集

・
新

古
今

和
歌

集
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

と
し

て
の

歌
・

お
く

の
ほ

そ
道

（
冒

頭
、

平
泉

、
立

石
寺

）
・

言
葉

の
現

在
・

過
去

・
未

来
・

論
語

・
訓

読
の

仕
方

の
確

認
・

文
語

定
型

詩
と

口
語

自
由

詩
・

小
さ

な
図

書
館

・
高

瀬
舟

〔
森

鷗
外

〕
・

サ
シ

バ
舞

う
空

〔
石

垣
幸

代
・

秋
野

和
子

〕
・

近
世

の
短

詩
－

俳
句

・
川

柳
・

狂
歌

・
「

あ
り

が
と

う
」

と
言

わ
な

い
重

さ
〔

呉
人

恵
〕

・
武

器
な

き
「

出
陣

」
－

千
本

松
原

が
語

り
継

ぐ
〔

船
戸

政
一

〕

※
作
者
名
〔
　
〕
、
作
品
の
抜
粋
部
分
（
　
）

学
年

ａ
〔

知
識

及
び

技
能

〕
の

内
容

を
取

り
上

げ
て

い
る

単
元

の
名

称

− 14 −



「
別

紙
２

－
１

」
【

（
１

）
内

容
　

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

ａ
〔

知
識

及
び

技
能

〕
の

内
容

を
取

り
上

げ
て

い
る

単
元

の
名

称
　

教
育

出
版

　
】

（
中

学
校

　
国

語
）

(
1
)
言

葉
の

特
徴

や
使

い
方

に
関

す
る

事
項

(
2
)
情

報
の

扱
い

方
に

関
す

る
事

項
(
3
)
我

が
国

の
言

語
文

化
に

関
す

る
事

項

第 １ 学 年

・
言

葉
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・

言
葉

の
単

位
・

漢
字

の
練

習
１

・
漢

字
の

部
首

・
日

本
語

の
音

声
・

画
数

と
活

字
の

字
体

・
文

の
成

分
・

漢
字

の
練

習
２

・
漢

字
の

練
習

３
・

日
本

語
の

文
字

・
漢

字
の

練
習

４
・

イ
メ

ー
ジ

を
言

葉
に

す
る

・
漢

字
の

音
と

訓
・

漢
字

の
練

習
５

・
単

語
の

い
ろ

い
ろ

・
熟

語
の

構
成

・
漢

字
の

練
習

６
・

漢
字

の
練

習
７

（
「

情
報

の
扱

い
方

」
の

み
を

取
り

上
げ

て
い

る
単

元
な

し
）

・
広

が
る

本
の

世
界

１
　

表
現

／
対

話
／

思
想

・
四

季
の

た
よ

り
春

　
花

・
広

が
る

本
の

世
界

２
　

自
然

／
環

境
／

科
学

・
ベ

ン
チ

〔
ハ

ン
ス

＝
ペ

ー
タ

ー
＝

リ
ヒ

タ
ー

〕
・

広
が

る
本

の
世

界
３

　
人

権
／

多
様

性
／

平
和

・
四

季
の

た
よ

り
夏

　
水

・
広

が
る

本
の

世
界

４
　

自
然

／
環

境
／

科
学

・
四

季
の

た
よ

り
秋

　
月

・
昔

話
と

古
典

－
箱

に
入

っ
た

桃
太

郎
－

・
物

語
の

始
ま

り
－

竹
取

物
語

－
・

故
事

成
語

－
中

国
の

名
言

－
（

矛
盾

、
助

長
）

・
広

が
る

本
の

世
界

５
　

伝
統

／
文

化
／

歴
史

・
蜘

蛛
の

糸
（

芥
川

龍
之

介
）

・
広

が
る

本
の

世
界

６
　

身
体

／
生

命
／

家
族

・
広

が
る

本
の

世
界

７
　

近
代

化
／

国
際

社
会

／
共

生
・

広
が

る
本

の
世

界
８

　
伝

統
／

文
化

／
歴

史
・

四
季

の
た

よ
り

冬
　

雪
・

広
が

る
本

の
世

界
９

　
自

己
／

他
者

／
物

語

第 ２ 学 年

・
活

用
の

な
い

自
立

語
・

ま
ち

が
え

や
す

い
漢

字
・

漢
字

の
練

習
１

・
敬

語
・

社
会

で
求

め
ら

れ
る

表
現

・
話

し
言

葉
と

書
き

言
葉

・
漢

字
の

成
り

立
ち

・
活

用
の

あ
る

自
立

語
・

漢
字

の
練

習
２

・
漢

字
の

練
習

３
・

漢
字

の
多

義
性

・
漢

字
の

練
習

４
・

社
会

生
活

と
言

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
付

属
語

の
い

ろ
い

ろ
・

漢
字

の
練

習
５

・
類

義
語

・
対

義
語

・
多

義
語

・
同

音
語

・
同

音
の

漢
字

（
「

情
報

の
扱

い
方

」
の

み
を

取
り

上
げ

て
い

る
単

元
な

し
）

・
広

が
る

本
の

世
界

１
　

自
己

／
他

者
／

物
語

・
四

季
の

た
よ

り
春

　
草

・
広

が
る

本
の

世
界

２
　

自
然

／
環

境
／

科
学

・
夢

を
跳

ぶ
〔

谷
真

海
〕

・
広

が
る

本
の

世
界

３
　

身
体

／
生

命
／

家
族

・
四

季
の

た
よ

り
夏

　
虫

・
広

が
る

本
の

世
界

４
　

近
代

化
／

国
際

社
会

／
共

生
・

四
季

の
た

よ
り

秋
　

葉
・

敦
盛

の
最

期
－

平
家

物
語

－
（

冒
頭

、
敦

盛
の

最
期

）
・

随
筆

の
味

わ
い

－
枕

草
子

（
第

一
段

、
第

百
四

十
五

段
）

・
徒

然
草

（
序

段
、

第
五

十
二

段
、

第
八

十
九

段
）

・
二

千
五

百
年

前
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
－

孔
子

の
言

葉
－

（
論

語
）

・
坊

っ
ち

ゃ
ん

〔
夏

目
漱

石
〕

・
広

が
る

本
の

世
界

５
　

伝
統

／
文

化
／

歴
史

・
広

が
る

本
の

世
界

６
　

人
権

／
多

様
性

／
平

和
・

広
が

る
本

の
世

界
７

　
近

代
化

／
国

際
社

会
／

共
生

・
広

が
る

本
の

世
界

８
　

表
現

／
対

話
／

思
想

・
四

季
の

た
よ

り
冬

　
木

・
広

が
る

本
の

世
界

９
　

自
己

／
他

者
／

物
語

第 ３ 学 年

・
漢

字
の

練
習

１
・

呉
音

・
漢

音
・

唐
音

・
助

詞
の

は
た

ら
き

・
熟

字
訓

・
和

語
・

漢
語

・
外

来
語

・
漢

字
の

練
習

２
・

助
動

詞
の

は
た

ら
き

・
相

手
に

対
す

る
配

慮
と

表
現

・
漢

字
の

練
習

３
・

異
字

同
訓

・
慣

用
句

・
こ

と
わ

ざ
・

漢
字

の
練

習
４

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
場

を
考

え
る

・
四

字
熟

語
・

漢
字

の
練

習
５

・
自

分
の

意
見

を
述

べ
る

と
き

・
一

・
二

年
生

の
復

習
・

文
法

的
に

考
え

る

（
「

情
報

の
扱

い
方

」
の

み
を

取
り

上
げ

て
い

る
単

元
な

し
）

・
広

が
る

本
の

世
界

１
　

自
己

／
他

者
／

物
語

・
薔

薇
の

ボ
タ

ン
〔

梯
久

美
子

〕
・

広
が

る
本

の
世

界
２

　
人

権
／

多
様

性
／

平
和

・
四

季
の

た
よ

り
春

　
風

・
広

が
る

本
の

世
界

３
　

自
然

／
環

境
／

科
学

・
四

季
の

た
よ

り
夏

　
流

・
広

が
る

本
の

世
界

４
　

表
現

／
対

話
／

思
想

・
四

季
の

た
よ

り
秋

　
音

・
旅

へ
の

思
い

－
芭

蕉
と

『
お

く
の

ほ
そ

道
』

－
（

冒
頭

、
平

泉
、

立
石

寺
）

・
和

歌
の

調
べ

－
万

葉
集

・
古

今
和

歌
集

・
新

古
今

和
歌

集
－

・
風

景
と

心
情

－
漢

詩
を

味
わ

う
－

（
黄

鶴
楼

に
て

孟
浩

然
の

広
陵

に
之

く
を

送
る

、
春

暁
、

春
望

）
・

最
後

の
一

句
〔

森
鷗

外
〕

・
広

が
る

本
の

世
界

５
　

伝
統

／
文

化
／

歴
史

・
広

が
る

本
の

世
界

６
　

自
己

／
他

者
／

物
語

・
広

が
る

本
の

世
界

７
　

近
代

化
／

国
際

社
会

／
共

生
・

四
季

の
た

よ
り

冬
　

空
・

広
が

る
本

の
世

界
８

　
未

来
の

あ
な

た
へ

※
作

者
名

〔
　

〕
、

作
品

の
抜

粋
部

分
（

　
）

学
年

ａ
〔

知
識

及
び

技
能

〕
の

内
容

を
取

り
上

げ
て

い
る

単
元

の
名

称
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「
別
紙
２
－
１
」

【
（

１
）

内
容

　
イ

　
調

査
項

目
の

具
体

的
な

内
容

　
ａ

〔
知

識
及

び
技

能
〕

の
内

容
を

取
り

上
げ

て
い

る
単
元

の
名

称
　

光
村

図
書

　
】

（
中

学
校

　
国

語
）

(
1
)
言

葉
の

特
徴

や
使

い
方

に
関

す
る

事
項

(
2
)
情

報
の

扱
い

方
に

関
す

る
事

項
(
3
)
我
が
国
の
言
語
文
化
に
関
す
る
事
項

第 １ 学 年

・
声

を
届

け
る

・
漢

字
の

組
み

立
て

と
部

首
・

漢
字

に
親

し
も

う
１

・
漢

字
に

親
し

も
う

２
・

言
葉

の
ま

と
ま

り
を

考
え

よ
う

・
指

示
す

る
語

句
と

接
続

す
る

語
句

・
言

葉
を

集
め

よ
う

　
も

っ
と

「
伝

わ
る

」
表

現
を

目
ざ

し
て

・
漢

字
の

音
訓

・
漢

字
に

親
し

も
う

３
・

漢
字

に
親

し
も

う
４

・
言

葉
の

関
係

を
考

え
よ

う
・

漢
字

に
親

し
も

う
５

・
単

語
の

性
質

を
見

つ
け

よ
う

・
さ

ま
ざ

ま
な

表
現

技
法

・
漢

字
の

成
り

立
ち

・
漢

字
に

親
し

も
う

６
・

小
学

校
六

年
生

で
学

習
し

た
漢

字

・
書

き
留

め
る

・
比

較
・

分
類

・
意

見
と

根
拠

・
情

報
を

引
用

し
よ

う
・

原
因

と
結

果

・
言

葉
を

調
べ

る
・

季
節

の
し

お
り

　
春

・
情

報
を

集
め

よ
う

・
読

書
を

楽
し

む
・

本
の

中
の

中
学

生
・

本
の

世
界

を
広

げ
よ

う
・

本
と

の
出

会
い

〔
宮

崎
駿

〕
・

季
節

の
し

お
り

　
夏

・
方

言
と

共
通

語
・

季
節

の
し

お
り

　
秋

・
い

ろ
は

歌
・

古
典

の
世

界
・

蓬
莱

の
玉

の
枝

－
「

竹
取

物
語

」
か

ら
・

今
に

生
き

る
言

葉
（

矛
盾

）
・

考
え

る
人

に
な

ろ
う

・
本

の
世

界
を

広
げ

よ
う

・
季

節
の

し
お

り
　

冬

第 ２ 学 年

・
熟

語
の

構
成

・
漢

字
に

親
し

も
う

１
・

漢
字

に
親

し
も

う
２

・
単

語
を

ど
う

分
け

る
？

・
類

義
語

・
対

義
語

・
多

義
語

・
言

葉
を

比
べ

よ
う

　
も

っ
と

「
伝

わ
る

」
表

現
を

目
ざ

し
て

・
敬

語
・

同
じ

訓
・

同
じ

音
を

も
つ

漢
字

・
漢

字
に

親
し

も
う

３
・

漢
字

に
親

し
も

う
４

・
漢

字
に

親
し

も
う

５
・

走
る

。
走

ら
な

い
。

走
ろ

う
よ

。
・

漢
字

に
親

し
も

う
６

・
一

字
違

い
で

大
違

い
・

話
し

言
葉

と
書

き
言

葉
・

送
り

仮
名

・
一

年
生

の
復

習
・

小
学

校
六

年
生

で
学

習
し

た
漢

字

・
思

考
の

視
覚

化
・

具
体

と
抽

象
・

根
拠

の
吟

味

・
季

節
の

し
お

り
　

春
・

枕
草

子
（

第
一

段
、

第
百

四
十

五
段

、
第

二
百

十
六

段
）

・
読

書
を

楽
し

む
・

翻
訳

作
品

を
読

み
比

べ
よ

う
・

「
わ

か
ら

な
い

」
は

人
生

の
宝

物
〔

鴻
巣

友
季

子
〕

・
本

の
世

界
を

広
げ

よ
う

・
季

節
の

し
お

り
　

夏
・

季
節

の
し

お
り

　
秋

・
源

氏
と

平
家

・
音

読
を

楽
し

も
う

　
平

家
物

語
（

冒
頭

）
・

扇
の

的
－

「
平

家
物

語
」

か
ら

（
扇

の
的

）
・

仁
和

寺
に

あ
る

法
師

－
「

徒
然

草
」

か
ら

（
序

段
、

第
五

十
二

段
）

・
漢

詩
の

風
景

（
春

暁
、

絶
句

、
黄

鶴
楼

に
て

孟
浩

然
の

広
陵

に
之

く
を

送
る

、
春

望
）

・
研

究
の

現
場

に
よ

う
こ

そ
・

本
の

世
界

を
広

げ
よ

う
・

季
節

の
し

お
り

　
冬

第 ３ 学 年

・
熟

語
の

読
み

方
・

漢
字

に
親

し
も

う
１

・
漢

字
に

親
し

も
う

２
・

す
い

か
は

幾
つ

必
要

？
・

言
葉

を
選

ぼ
う

　
も

っ
と

「
伝

わ
る

」
表

現
を

目
ざ

し
て

・
和

語
・

漢
語

・
外

来
語

・
慣

用
句

・
こ

と
わ

ざ
・

故
事

成
語

・
漢

字
の

造
語

力
・

漢
字

に
親

し
も

う
３

・
漢

字
に

親
し

も
う

４
・

漢
字

の
ま

と
め

・
漢

字
に

親
し

も
う

５
・

「
な

い
」

の
違

い
が

わ
か

ら
な

い
？

・
漢

字
に

親
し

も
う

６
・

一
、

二
年

生
の

復
習

・
小

学
校

六
年

生
で

学
習

し
た

漢
字

一
覧

・
情

報
の

信
頼

性
・

具
体

化
・

抽
象

化
・

季
節

の
し

お
り

　
春

・
学

び
て

時
に

之
を

習
ふ

ー
「

論
語

」
か

ら
・

読
書

を
楽

し
む

・
「

私
の

一
冊

」
を

探
し

に
い

こ
う

・
本

の
世

界
を

広
げ

よ
う

・
た

め
に

な
る

っ
て

ど
ん

な
こ

と
？

〔
森

絵
都

〕
・

季
節

の
し

お
り

　
夏

・
季

節
の

し
お

り
　

秋
・

和
歌

の
世

界
・

古
今

集
　

仮
名

序
・

君
待

つ
と

－
万

葉
・

古
今

・
新

古
今

－
・

夏
草

－
「

お
く

の
ほ

そ
道

」
か

ら
（

冒
頭

、
平

泉
）

・
古

典
名

句
・

名
言

集
・

本
は

世
界

へ
の

扉
・

本
の

世
界

を
広

げ
よ

う
・

季
節

の
し

お
り

　
冬

※
作

者
名

〔
　

〕
、

作
品

の
抜

粋
部

分
（

　
）

学
年

ａ
〔

知
識

及
び

技
能

〕
の

内
容

を
取

り
上

げ
て

い
る

単
元
の
名
称
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「
別

紙
２

-
２

」
【

（
１

）
　

内
容

　
イ

　
調

査
項

目
の

具
体
的
な
内
容
　
c
〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
話
す
活
動
の
主
な
単
元
名
 
】
（
中
学
校
　
国
語
）

東
書

・
中

心
を

明
確

に
し

て
話

そ
う

　
「

似
て

い
る

言
葉

」
ス

ピ
ー

チ
・

説
得

力
の

あ
る

提
案

を
し

よ
う

　
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

・
相

手
や

目
的

に
応

じ
て

伝
え

る
（

ス
ピ

ー
チ

）
・

場
面

に
応

じ
て

話
そ

う
　

条
件

ス
ピ

ー
チ

三
省

堂

・
ス

ピ
ー

チ
　

構
成

を
工

夫
し

て
魅

力
を

伝
え

る
・

ブ
ッ

ク
ク

ラ
ブ

・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

　
資

料
や

機
器

を
活

用
し

て
効

果
的

に
発

表
す

る ・
ビ

ブ
リ

オ
バ

ト
ル

・
パ

ブ
リ

ッ
ク

ス
ピ

ー
キ

ン
グ

　
状

況
に

応
じ

て
話

す
力

を
養

う
・

ブ
ッ

ク
ト

ー
ク

教
出

・
お

気
に

入
り

の
一

品
を

紹
介

す
る

・
内

容
を

整
理

し
て

説
明

す
る

・
説

得
力

の
あ

る
提

案
を

す
る

・
観

点
を

明
確

に
し

て
伝

え
る

（
提

案
）

・
一

言
で

ま
と

め
一

言
か

ら
広

げ
る

（
説

明
）

・
構

成
を

考
え

て
主

張
を

ま
と

め
る

（
ス

ピ
ー

チ
）

・
表

現
の

工
夫

を
評

価
し

て
ス

ピ
ー

チ
を

す
る

光
村

・
話

の
構

成
を

工
夫

し
よ

う
　

好
き

な
こ

と
を

ス
ピ

ー
チ

で
紹

介
す

る
・

一
年

間
の

学
び

を
振

り
返

ろ
う

　
要

点
を

フ
リ

ッ
プ

に
ま

と
め

、
発

表
す

る
・

学
習

を
振

り
返

ろ
う

　
問

題
に

取
り

組
み

、
身

に
つ

け
た

力
を

確
認

す
る

（
紹

介
）

・
魅

力
的

な
提

案
を

し
よ

う
　

資
料

を
示

し
て

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

す
る

・
学

習
を

振
り

返
ろ

う
　

問
題

に
取

り
組

み
、

身
に

つ
け

た
力

を
確

認
す

る
（

提
案

）

・
説

得
力

の
あ

る
構

成
を

考
え

よ
う

　
ス

ピ
ー

チ
で

社
会

に
思

い
を

届
け

る ・
学

習
を

振
り

返
ろ

う
　

問
題

に
取

り
組

み
、

身
に

つ
け

た
力

を
確

認
す

る
（

ス
ピ

ー
チ

）

※
単
元

名
に

具
体

的
な

言
語

活
動

が
示

さ
れ

て
い

な
い

場
合

に
は

、
単

元
名

（
言

語
活

動
）

と
す

る
。

「
別

紙
２

-
２

」
【

（
１

）
　

内
容

　
イ

　
調

査
項

目
の

具
体
的
な
内
容
　
c
〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
聞
く
活
動
の
主
な
単
元
名
 
】
（
中
学
校
　
国
語
）

東
書

・
相

手
の

話
を

受
け

止
め

、
引

き
出

す
・

話
を

聞
い

て
質

問
し

よ
う

・
相

手
の

立
場

を
踏

ま
え

、
考

え
を

深
め

る
・

考
え

を
比

べ
な

が
ら

聞
こ

う
・

評
価

し
な

が
ら

聞
こ

う

三
省

堂

（
聞

く
活

動
を

主
に

取
り

上
げ

て
い

る
単

元
な

し
）

（
聞

く
活

動
を

主
に

取
り

上
げ

て
い

る
単

元
な

し
）

（
聞

く
活

動
を

主
に

取
り

上
げ

て
い

る
単

元
な

し
）

教
出

・
調

べ
た

内
容

を
聞

く
・

質
問

す
る

力
を

つ
け

る
・

相
違

点
を

明
確

に
し

て
聞

く
（

聞
く

活
動

を
主

に
取

り
上

げ
て

い
る

単
元

な
し

）

光
村

・
情

報
を

的
確

に
聞

き
取

る
・

聞
き

上
手

に
な

ろ
う

　
質

問
で

話
を

引
き

出
す

（
質

問
す

る
）

・
問

い
を

立
て

な
が

ら
聞

く
・

聞
き

上
手

に
な

ろ
う

　
質

問
で

問
い

や
考

え
を

引
き

出
す

・
評

価
し

な
が

ら
聞

く
・

聞
き

上
手

に
な

ろ
う

　
質

問
で

相
手

の
思

い
に

迫
る

※
単
元

名
に

具
体

的
な

言
語

活
動

が
示

さ
れ

て
い

な
い

場
合

に
は

、
単

元
名

（
言

語
活

動
）

と
す

る
。

　
　
　
学
年

発
行
者

第
１
学
年

第
２

学
年

第
３

学
年

　
　
　
学
年

発
行
者

第
１
学
年

第
２

学
年

第
３

学
年
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「
別

紙
２

-
２

」
【

（
１

）
　

内
容

　
イ

　
調

査
項

目
の

具
体
的
な
内
容
　
c
〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
話
し
合
う
活
動
の
主
な
単
元
名
 
】
（
中
学
校
　
国
語
）

東
書

・
分

類
す

る
・

比
較

す
る

・
話

し
合

い
で

理
解

を
深

め
よ

う
　

グ
ル

ー
プ

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

・
質

問
す

る
・

反
論

す
る

・
話

し
合

い
で

問
題

を
検

討
し

よ
う

　
リ

ン
ク

マ
ッ

プ
に

よ
る

話
し

合
い

・
合

意
を

形
成

す
る

・
話

し
合

い
で

意
見

を
ま

と
め

よ
う

　
合

意
形

成
を

目
指

す
話

し
合

い

三
省

堂

・
グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
　

話
題

や
展

開
に

そ
っ

て
話

し
合

い
を

つ
な

げ
る

・
複

数
の

情
報

を
関

連
づ

け
て

考
え

を
ま

と
め

る

・
グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
　

互
い

の
考

え
を

尊
重

し
な

が
ら

話
し

合
い

を
深

め
る

・
複

数
の

情
報

を
関

連
づ

け
て

考
え

を
ま

と
め

る

・
グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
　

合
意

形
成

に
向

け
て

話
し

合
い

を
計

画
的

に
進

め
る

・
複

数
の

情
報

を
関

連
づ

け
て

考
え

を
ま

と
め

る

教
出

・
発

言
を

結
び

つ
け

て
話

し
合

う
・

よ
り

よ
い

結
論

を
導

く
討

論
を

す
る

・
「

対
話

力
」

と
は

何
か

・
意

見
を

共
有

し
な

が
ら

話
し

合
う

光
村

・
話

し
合

い
の

展
開

を
捉

え
る

・
話

題
や

展
開

を
捉

え
て

話
し

合
お

う
　

グ
ル

ー
プ

・
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

す
る

・
異

な
る

立
場

か
ら

考
え

る
（

討
論

）
・

立
場

を
尊

重
し

て
話

し
合

お
う

　
討

論
で

多
角

的
に

検
討

す
る

・
国

語
の

学
び

を
振

り
返

ろ
う

　
テ

ー
マ

を
決

め
て

話
し

合
い

、
壁

新
聞

を
作

る
（

議
論

）

・
話

し
合

い
を

効
果

的
に

進
め

る
・

合
意

形
成

に
向

け
て

話
し

合
お

う
　

課
題

解
決

の
た

め
に

会
議

を
開

く

※
単
元

名
に

具
体

的
な

言
語

活
動

が
示

さ
れ

て
い

な
い

場
合

に
は

、
単

元
名

（
言

語
活

動
）

と
す

る
。

　
　
　
学
年

発
行
者

第
１
学
年

第
２

学
年

第
３

学
年
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「
別

紙
２

-
３

」
【

（
１

）
　

内
容

　
イ

　
調

査
項

目
の

具
体

的
な

内
容

　
d
〔

思
考

力
、

判
断

力
、

表
現

力
等

〕
「

書
く

こ
と

」
説

明
的

な
文

章
を

書
く

活
動

の
主

な
単

元
名

 
】

（
中

学
校

　
国

語
）

東
書

・
調

べ
て

分
か

っ
た

こ
と

を
伝

え
よ

う
　

「
食

文
化

」
の

レ
ポ

ー
ト

・
根

拠
を

挙
げ

て
考

え
を

述
べ

る
・

根
拠

を
明

確
に

し
て

書
こ

う
　

「
写

真
」

の
意

見
文

・
論

証
の

説
得

力
を

見
極

め
る

・
根

拠
を

吟
味

し
て

書
こ

う
　

「
地

図
」

の
意

見
文

・
多

面
的

に
捉

え
る

・
観

察
・

分
析

し
て

論
じ

よ
う

　
「

ポ
ス

タ
ー

」
の

批
評

文
・

今
の

思
い

を
ま

と
め

よ
う

　
時

を
超

え
る

手
紙

（
意

見
文

）

三
省

堂

・
レ

ポ
ー

ト
　

調
べ

た
こ

と
を

整
理

し
て

わ
か

り
や

す
く

ま
と

め
る

・
意

見
文

　
根

拠
を

明
確

に
し

て
考

え
を

述
べ

る
・

投
稿

文
　

情
報

を
関

連
づ

け
て

根
拠

を
明

確
に

示
す

・
論

説
文

　
構

成
を

工
夫

し
て

考
え

を
伝

え
る

・
課

題
作

文
　

条
件

に
応

じ
て

説
得

力
の

あ
る

文
章

を
書

く
・

批
評

文
　

観
察

・
分

析
を

と
お

し
て

評
価

す
る

・
表

現
プ

ラ
ザ

　
漢

字
一

字
で

表
現

す
る

と
（

意
見

文
）

教
出

・
資

料
か

ら
得

た
根

拠
を

も
と

に
意

見
文

を
書

く
・

写
真

で
「

事
実

」
を

表
現

す
る

・
根

拠
を

明
確

に
し

て
意

見
文

を
書

く

・
新

聞
の

投
書

を
書

く
・

根
拠

を
も

と
に

意
見

文
を

書
く

・
具

体
例

を
も

と
に

説
明

文
を

書
く

・
説

得
力

の
あ

る
批

評
文

を
書

く
・

自
己

P
R
文

を
書

く

光
村

・
続

け
て

み
よ

う
・

情
報

を
整

理
し

て
書

こ
う

　
わ

か
り

や
す

く
説

明
す

る
・

根
拠

を
示

し
て

説
明

し
よ

う
　

資
料

を
引

用
し

て
レ

ポ
ー

ト
を

書
く

・
助

言
を

自
分

の
文

章
に

生
か

そ
う

　
作

品
の

書
評

を
書

く
・

学
習

を
振

り
返

ろ
う

　
問

題
に

取
り

組
み

、
身

に
つ

け
た

力
を

確
認

す
る

・
根

拠
の

適
切

さ
を

考
え

て
書

こ
う

　
意

見
文

を
書

く
・

魅
力

を
効

果
的

に
伝

え
よ

う
　

鑑
賞

文
を

書
く

・
論

理
の

展
開

を
整

え
る

・
多

角
的

に
分

析
し

て
書

こ
う

　
説

得
力

の
あ

る
批

評
文

を
書

く
・

情
報

を
読

み
取

っ
て

文
章

を
書

こ
う

　
グ

ラ
フ

を
基

に
小

論
文

を
書

く

※
単

元
名

に
具

体
的

な
言

語
活

動
が

示
さ

れ
て

い
な

い
場

合
に

は
、

単
元

名
（

言
語

活
動

）
と

す
る

。

「
別

紙
２

-
３

」
【

（
１

）
　

内
容

　
イ

　
調

査
項

目
の

具
体

的
な

内
容

　
d
〔

思
考

力
、

判
断

力
、

表
現

力
等

〕
「

書
く

こ
と

」
実

用
的

な
文

章
を

書
く

活
動

の
主

な
単

元
名

 
】

（
中

学
校

　
国

語
）

東
書

・
案

内
や

報
告

の
文

章
を

書
こ

う
・

郷
土

の
よ

さ
を

伝
え

よ
う

　
「

地
域

の
魅

力
」

の
紹

介
文

・
依

頼
状

や
お

礼
状

を
書

こ
う

・
素

材
を

生
か

し
て

表
現

す
る

・
編

集
し

て
伝

え
よ

う
　

「
環

境
」

の
新

聞

三
省

堂

・
行

事
案

内
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
　

必
要

な
情

報
を

わ
か

り
や

す
く

伝
え

る
・

グ
ル

ー
プ

新
聞

　
一

年
間

の
自

分
と

ク
ラ

ス
を

振
り

返
っ

て
・

手
紙

・
メ

ー
ル

　
心

を
こ

め
て

わ
か

り
や

す
く

書
く

・
情

報
誌

　
地

域
の

魅
力

を
振

り
返

っ
て

・
ポ

ス
タ

ー
　

情
報

の
信

頼
性

を
確

か
め

て
考

え
を

発
信

す
る

・
名

言
集

　
中

学
校

生
活

を
振

り
返

っ
て

教
出

・
材

料
を

整
理

し
て

案
内

文
を

書
く

・
広

告
の

情
報

を
考

え
る

・
読

み
手

を
意

識
し

て
報

告
文

を
整

え
る

・
構

成
を

明
確

に
し

て
手

紙
を

書
く

・
記

事
を

書
く

・
ニ

ュ
ー

ス
で

情
報

を
編

集
す

る
・

情
報

を
ま

と
め

て
作

品
集

を
作

る

光
村

・
項

目
を

立
て

て
書

こ
う

　
案

内
文

を
書

く
・

読
み

手
の

立
場

に
立

つ
・

多
様

な
方

法
で

情
報

を
集

め
よ

う
　

職
業

ガ
イ

ド
を

作
る

・
メ

デ
ィ

ア
の

特
徴

を
生

か
し

て
情

報
を

集
め

よ
う

・
表

現
を

工
夫

し
て

書
こ

う
　

手
紙

や
電

子
メ

ー
ル

を
書

く
・

表
現

の
効

果
を

考
え

る
・

学
習

を
振

り
返

ろ
う

　
問

題
に

取
り

組
み

、
身

に
つ

け
た

力
を

確
認

す
る

・
文

章
の

種
類

を
選

ん
で

書
こ

う
　

修
学

旅
行

記
を

編
集

す
る

・
三

年
間

の
歩

み
を

振
り

返
ろ

う
　

冊
子

に
ま

と
め

て
、

発
表

会
を

す
る

・
学

習
を

振
り

返
ろ

う
　

問
題

に
取

り
組

み
、

身
に

つ
け

た
力

を
確

認
す

る

※
単

元
名

に
具

体
的

な
言

語
活

動
が

示
さ

れ
て

い
な

い
場

合
に

は
、

単
元

名
（

言
語

活
動

）
と

す
る

。

　
　

　
学

年
発

行
者

第
１

学
年

第
２

学
年

第
３

学
年

　
　

　
学

年
発

行
者

第
１

学
年

第
２

学
年

第
３

学
年
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「
別

紙
２

-
３

」
【

（
１

）
　

内
容

　
イ

　
調

査
項

目
の

具
体

的
な

内
容

　
d
〔

思
考

力
、

判
断

力
、

表
現

力
等

〕
「

書
く

こ
と

」
文

学
的

な
文

章
を

書
く

活
動

の
主

な
単

元
名

 
】

（
中

学
校

　
国

語
）

東
書

・
描

写
や

表
現

技
法

を
用

い
る

・
小

さ
な

発
見

を
詩

に
し

よ
う

・
視

点
を

変
え

て
心

情
を

描
こ

う
・

心
に

残
る

出
来

事
を

表
現

し
よ

う
　

日
常

生
活

か
ら

生
ま

れ
る

随
筆

・
短

歌
の

リ
ズ

ム
で

表
現

し
よ

う
・

人
物

を
描

写
し

よ
う

（
小

説
）

・
想

像
を

誘
う

よ
う

に
表

現
す

る
・

い
き

い
き

と
描

き
出

そ
う

　
短

歌
か

ら
始

ま
る

物
語

・
俳

句
を

作
っ

て
句

会
を

開
こ

う

三
省
堂

・
随

筆
　

体
験

に
向

き
合

い
意

味
づ

け
る

・
表

現
プ

ラ
ザ

　
変

わ
り

身
の

上
話

（
創

作
）

・
詩

　
思

い
や

発
見

を
リ

ズ
ム

に
乗

せ
る

・
短

歌
・

俳
句

　
表

現
の

仕
方

を
工

夫
し

て
豊

か
に

表
す

・
表

現
プ

ラ
ザ

　
私

の
「

枕
草

子
」

「
徒

然
草

」
（

随
筆

）
・

創
作

文
　

読
み

た
く

な
る

し
く

み
を

工
夫

す
る

（
文

学
的

な
文

章
を

書
く

単
元

な
し

）

教
出

・
随

筆
を

書
く

・
脚

本
で

動
き

を
説

明
す

る
・

「
連

作
シ

ョ
ー

ト
シ

ョ
ー

ト
」

を
書

く
（

文
学

的
な

文
章

を
書

く
単

元
な

し
）

光
村

・
構

成
や

描
写

を
工

夫
し

て
書

こ
う

　
体

験
を

基
に

随
筆

を
書

く
・

構
成

や
展

開
を

工
夫

し
て

書
こ

う
　

「
あ

る
日

の
自

分
」

の
物

語
を

書
く

（
文

学
的

な
文

章
を

書
く

単
元

な
し

）

※
単
元
名
に
具
体
的
な
言
語
活
動
が
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、

単
元

名
（

言
語

活
動

）
と

す
る

。

　
　

　
学

年
発

行
者

第
１

学
年

第
２

学
年

第
３

学
年

− 20 −



東
書

・
詩

の
心

－
発

見
の

喜
び

（
嶋

岡
晨

・
文

学
）

・
オ

オ
カ

ミ
を

見
る

目
（

高
槻

成
紀

・
環

境
）

・
私

の
タ

ン
ポ

ポ
研

究
（

保
谷

彰
彦

・
生

物
）

・
ニ

ュ
ー

ス
の

見
方

を
考

え
よ

う
（

池
上

彰
・

メ
デ

ィ
ア

）

・
短

歌
を

楽
し

む
（

道
浦

母
都

子
・

文
学

）
・

ハ
ト

は
な

ぜ
首

を
振

っ
て

歩
く

の
か

（
藤

田
祐

樹
・

生
物

）
・

黄
金

の
扇

風
機

（
田

中
真

知
・

異
文

化
理

解
）

・
サ

ハ
ラ

砂
漠

の
茶

会
（

千
住

博
・

異
文

化
理

解
）

・
「

正
し

い
」

言
葉

は
信

じ
ら

れ
る

か
（

香
西

秀
信

・
メ

デ
ィ

ア
）

・
俳

句
の

読
み

方
、

味
わ

い
方

（
片

山
由

美
子

・
文

学
）

・
絶

滅
の

意
味

（
中

静
透

・
環

境
）

・
幸

福
に

つ
い

て
（

野
矢

茂
樹

・
哲

学
）

・
い

つ
も

の
よ

う
に

新
聞

が
届

い
た

－
メ

デ
ィ

ア
と

東
日

本
大

震
災

（
今

野
俊

宏
・

メ
デ

ィ
ア

）

三
省

堂

・
ペ

ン
ギ

ン
の

防
寒

着
（

上
田

一
生

・
生

物
）

・
ク

ジ
ラ

の
飲

み
水

（
大

隅
清

治
・

生
物

）
・

玄
関

扉
（

渡
辺

武
信

・
文

化
）

・
意

味
と

意
図

－
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
考

え
る

（
川

添
愛

・
言

語
）

・
じ

ゃ
ん

け
ん

は
、

な
ぜ

グ
ー

・
チ

ョ
キ

・
パ

ー
の

三
種

類
な

の
か

（
加

藤
良

平
・

科
学

）
・

人
間

は
他

の
星

に
住

む
こ

と
が

で
き

る
の

か
（

渡
部

潤
一

・
天

文
）

・
短

歌
の

世
界

（
俵

万
智

・
文

学
）

・
壁

に
残

さ
れ

た
伝

言
（

井
上

恭
介

・
平

和
）

・
一

〇
〇

年
後

の
水

を
守

る
（

橋
本

淳
司

・
環

境
）

・
動

物
園

で
で

き
る

こ
と

（
奥

山
英

登
・

生
物

）

・
「

批
判

的
に

読
む

」
と

は
（

吉
川

芳
則

・
メ

デ
ィ

ア
）

・
間

の
文

化
（

長
谷

川
櫂

・
文

化
）

・
俳

句
の

世
界

（
夏

井
い

つ
き

・
文

学
）

・
夏

井
い

つ
き

の
赤

ペ
ン

俳
句

教
室

（
夏

井
い

つ
き

・
文

学
）

・
フ

ロ
ン

規
制

の
物

語
－

＜
杞

憂
＞

と
＜

転
ば

ぬ
先

の
杖

＞
の

は
ざ

ま
で

（
神

里
達

博
・

環
境

）
・

「
文

殊
の

知
恵

」
の

時
代

（
北

川
達

夫
・

現
代

社
会

）

教
出

・
自

分
の

脳
を

知
っ

て
い

ま
す

か
（

池
谷

裕
二

・
科

学
）

・
全

て
は

編
集

さ
れ

て
い

る
（

池
上

彰
・

メ
デ

ィ
ア

）
・

プ
ロ

ロ
ー

グ
ー

〈
学

び
の

旅
へ

〉
（

編
集

部
・

環
境

）
・

「
エ

シ
カ

ル
」

に
生

き
よ

う
（

末
吉

里
花

・
環

境
）

・
森

に
は

魔
法

つ
か

い
が

い
る

（
畠

山
重

篤
・

環
境

）
・

こ
ど

も
の

権
利

（
大

谷
美

紀
子

・
社

会
）

・
花

の
形

に
秘

め
ら

れ
た

ふ
し

ぎ
（

中
村

匡
男

・
科

学
）

・
言

葉
が

つ
な

ぐ
世

界
遺

産
（

橋
本

典
明

・
言

語
）

・
地

域
か

ら
世

界
へ

－
も

の
づ

く
り

で
未

来
を

変
え

る
－

（
関

根
由

子
・

社
会

）

・
日

本
の

花
火

の
楽

し
み

（
小

野
里

公
成

・
文

化
）

・
水

の
山

　
富

士
山

（
丸

井
敦

尚
・

自
然

）
・

S
N
S
か

ら
自

由
に

な
る

た
め

に
（

高
橋

暁
子

・
情

報
）

・
「

こ
こ

に
い

る
」

を
言

う
意

味
（

ロ
バ

ー
ト

　
キ

ャ
ン

ベ
ル

・
社

会
）

・
紙

の
建

築
（

坂
茂

・
文

化
）

・
短

歌
の

味
わ

い
（

穂
村

弘
・

文
学

）
・

ガ
イ

ア
の

知
性

（
龍

村
仁

・
生

物
）

・
学

ぶ
力

（
内

田
樹

・
認

知
）

・
メ

デ
ィ

ア
・

リ
テ

ラ
シ

ー
は

な
ぜ

必
要

か
？

（
森

達
也

・
メ

デ
ィ

ア
）

・
新

聞
が

伝
え

る
情

報
を

考
え

る
（

編
集

部
・

メ
デ

ィ
ア

）
・

A
I
は

哲
学

で
き

る
か

（
森

岡
正

博
・

科
学

）
・

a
s
y
n
c
－

同
期

し
な

い
こ

と
（

坂
本

龍
一

・
社

会
）

・
問

い
か

け
る

言
葉

（
国

谷
裕

子
・

社
会

）
・

実
用

文
を

読
む

（
編

集
部

・
社

会
）

・
俳

句
の

味
わ

い
（

堀
本

裕
樹

・
文

学
）

・
宇

宙
か

ら
の

贈
り

も
の

（
毛

利
衛

・
科

学
）

・
人

間
と

科
学

・
技

術
（

志
村

史
夫

・
科

学
）

・
生

命
と

は
何

か
（

福
岡

伸
一

・
生

物
）

・
地

球
は

死
に

か
か

っ
て

い
る

（
手

塚
治

虫
・

環
境

）
・

エ
ピ

ロ
ー

グ
－

再
び

〈
学

び
の

旅
へ

〉
（

編
集

部
・

環
境

）
・

青
春

の
歌

－
無

名
性

の
光

（
穂

村
弘

・
文

学
）

光
村

・
ダ

イ
コ

ン
は

大
き

な
根

？
（

稲
垣

栄
洋

・
生

物
）

・
ち

ょ
っ

と
立

ち
止

ま
っ

て
（

桑
原

茂
夫

・
認

知
）

・
情

報
を

読
み

取
ろ

う
（

編
集

部
・

資
料

）
・

比
喩

で
広

が
る

言
葉

の
世

界
（

森
山

卓
郎

・
言

語
）

・
「

言
葉

」
を

も
つ

鳥
、

シ
ジ

ュ
ウ

カ
ラ

（
鈴

木
俊

貴
・

生
物

）
・

「
不

便
」

の
価

値
を

見
つ

め
直

す
（

川
上

浩
司

・
文

化
）

・
流

氷
と

私
た

ち
の

暮
ら

し
（

青
田

昌
秋

・
環

境
）

・
ク

マ
ゼ

ミ
増

加
の

原
因

を
探

る
（

沼
田

英
治

・
環

境
）

・
メ

デ
ィ

ア
を

比
べ

よ
う

（
編

集
部

・
メ

デ
ィ

ア
）

・
「

自
分

で
考

え
る

時
間

」
を

も
と

う
（

池
上

彰
・

情
報

）
・

短
歌

に
親

し
む

（
栗

木
京

子
・

文
学

）
・

モ
ア

イ
は

語
る

－
地

球
の

未
来

（
安

田
喜

憲
・

環
境

）
・

君
は

「
最

後
の

晩
餐

」
を

知
っ

て
い

る
か

（
布

施
英

利
・

芸
術

）

・
作

ら
れ

た
「

物
語

」
を

超
え

て
（

山
極

寿
一

・
生

物
）

・
実

用
的

な
文

章
を

読
も

う
（

編
集

部
・

資
料

）
・

報
道

文
を

比
較

し
て

読
も

う
（

編
集

部
・

新
聞

記
事

）
・

俳
句

の
可

能
性

（
宇

田
喜

代
子

・
文

学
）

・
人

工
知

能
と

の
未

来
（

羽
生

善
治

・
科

学
）

・
人

間
と

人
工

知
能

と
創

造
性

（
松

原
仁

・
科

学
）

・
誰

か
の

代
わ

り
に

（
鷲

田
清

一
・

認
知

）
・

ア
イ

ヌ
民

族
：

歴
史

と
現

在
（

歴
史

）

※
（

学
年

発
行
者

第
１
学
年

第
２

学
年

第
３

学
年

「
別

紙
２

-
４

」
【

（
１

）
　

内
容

　
イ

　
調

査
項

目
の

具
体
的
な
内
容
　
e
〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕
「
読
む
こ
と
」
説
明
的
な
文
章
の
作
品
名
と
筆
者
名
 
】
（
中
学
校
　
国
語
）

）
内

は
筆

者
名

及
び

作
品

の
ジ

ャ
ン

ル
と

す
る

。
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「
別
紙
２
-
４
」
【
（
１
）
　
内
容
　
イ
　
調
査
項
目

の
具
体
的
な
内
容
　
e
〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕
「
読
む
こ

と
」

文
学

的
な

文
章

の
作

品
名

と
筆

者
名

 
】

（
中

学
校

　
国

語
）

東
書

・
話

し
方

は
ど

う
か

な
（

川
上

裕
之

）
・
飛

べ
　

か
も

め
（

杉
み

き
子

）
・
さ

ん
ち

き
（

吉
橋

通
夫

）
・
少

年
の

日
の

思
い

出
（

ヘ
ル

マ
ン

・
ヘ

ッ
セ

）

・
手

紙
の

効
用

（
若

松
英

輔
）

・
字

の
な

い
葉

書
（

向
田

邦
子

）
・

辞
書

に
描

か
れ

た
も

の
（

澤
西

祐
典

）
・

走
れ

メ
ロ

ス
（

太
宰

治
）

・
二
つ
の
ア
ザ
ミ
（
堀
江
敏
幸
）

・
形
（
菊
池
寛
）

・
百
科
事
典
少
女
（
小
川
洋
子
）

・
故
郷
（
魯
迅
）

三
省
堂

・
竜

（
今

江
祥

智
）

・
空

中
ブ

ラ
ン

コ
乗

り
の

キ
キ

（
別

役
実

）
・
字

の
な

い
葉

書
（

向
田

邦
子

）
・
ト

ロ
ッ

コ
（

芥
川

龍
之

介
）

・
少

年
の

日
の

思
い

出
（

ヘ
ル

マ
ン

＝
ヘ

ッ
セ

）

・
セ

ミ
ロ

ン
グ

ホ
ー

ム
ル

ー
ム

（
戸

森
し

る
こ

）
・

小
さ

な
手

袋
（

内
海

隆
一

郎
）

・
走

れ
メ

ロ
ス

（
太

宰
治

）

・
握
手
（
井
上
ひ
さ
し
）

・
希
望
（
大
石
芳
野
）

・
故
郷
（
魯
迅
）

・
坊
っ
ち
ゃ
ん
（
夏
目
漱
石
）

教
出

・
桜

蝶
（

田
丸

雅
智

）
・
オ

ツ
ベ

ル
と

象
（

宮
沢

賢
治

）
・
音

を
追

い
か

け
て

（
ま

は
ら

三
桃

）
・
少

年
の

日
の

思
い

出
（

ヘ
ル

マ
ン

＝
ヘ

ッ
セ

）

・
タ

オ
ル

（
重

松
清

）
・

1
0
0
年

後
の

み
な

さ
ん

へ
（

緒
方

貞
子

）
・

夏
の

葬
列

（
山

川
方

夫
）

・
映

像
作

品
の

表
現

を
を

考
え

る
・

悩
む

力
（

姜
尚

中
）

・
走

れ
メ

ロ
ス

（
太

宰
治

）

・
立
っ
て
く
る
春
（
川
上
弘
美
）

・
な
ぜ
物
語
が
必
要
な
の
か
（
小
川
洋
子
）

・
私
（
三
崎
亜
記
）

・
故
郷
（
魯
迅
）

・
バ
ー
ス
デ
イ
・
ガ
ー
ル
（
村
上
春
樹
）

光
村

・
シ

ン
シ

ュ
ン

（
西

加
奈

子
）

・
随

筆
（

谷
川

俊
太

郎
）

・
大

人
に

な
れ

な
か

っ
た

弟
た

ち
に

…
（

米
倉

斉
加

年
）

・
星

の
花

が
降

る
こ

ろ
に

（
安

東
み

き
え

）
・
少

年
の

日
の

思
い

出
（

ヘ
ル

マ
ン

・
ヘ

ッ
セ

）
・
空

（
工

藤
直

子
）

・
え

ん
ぽ

う
（

工
藤

直
子

）

・
ア

イ
ス

プ
ラ

ネ
ッ

ト
（

椎
名

誠
）

・
言

葉
の

力
（

大
岡

信
）

・
盆

土
産

（
三

浦
哲

郎
）

・
字

の
な

い
葉

書
（

向
田

邦
子

）
・

走
れ

メ
ロ

ス
（

太
宰

治
）

・
握
手
（
井
上
ひ
さ
し
）

・
故
郷
（
魯
迅
）

・
温
か
い
ス
ー
プ
（
今
道
友
信
）

・
1
9
9
2
年
の
秋
空
（
辻
村
深
月
）

※
（
　
　
　
）
内
は
筆
者
名
と
す
る
。

　
　

　
学

年
発

行
者

第
１

学
年

第
２

学
年

第
３

学
年
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東
書

〔
詩

〕
・

風
の

五
線

譜
（

高
階

杞
一

）
・

チ
ュ

ー
リ

ッ
プ

（
三

好
達

治
）

・
い

ち
ば

ん
ぼ

し
（

ま
ど

・
み

ち
お

）
・

曲
が

り
角

（
銀

色
夏

生
）

・
風

を
み

た
人

は
い

な
か

っ
た

（
岸

田
衿

子
）

・
胸

に
ゐ

る
（

立
原

道
造

）
・

根
も

と
の

雪
が

解
け

て
（

高
橋

順
子

）
・

雲
（

山
村

暮
鳥

）
・

虫
（

八
木

重
吉

）
・

土
（

三
好

達
治

）
・

月
夜

の
浜

辺
（

中
原

中
也

）
・

わ
た

し
の

中
に

も
（

新
川

和
江

）

〔
詩

〕
〔

詩
〕

・
生

命
は

（
吉

野
弘

）
・

初
恋

（
島

崎
藤

村
）

・
レ

モ
ン

哀
歌

（
高

村
光

太
郎

）
・

生
ま

し
め

ん
か

な
（

栗
原

貞
子

）
〔

俳
句

〕
・

水
の

地
球

（
正

木
ゆ

う
子

）
・

新
緑

の
（

金
子

敦
）

・
ソ

ー
ダ

水
（

小
川

軽
舟

）
・

つ
き

ぬ
け

て
（

山
口

誓
子

）
・

山
は

暮
て

（
与

謝
蕪

村
）

・
雪

の
夜

の
（

日
野

草
城

）
・

ふ
る

さ
と

を
（

照
井

翠
）

・
た

ん
ぽ

ぽ
や

（
中

村
汀

女
）

・
囀

を
（

星
野

立
子

）
・

を
り

と
り

て
（

飯
田

蛇
笏

）
・

春
風

や
（

高
浜

虚
子

）
・

万
緑

の
（

中
村

草
田

男
）

・
赤

蜻
蛉

（
正

岡
子

規
）

・
冬

菊
の

（
水

原
秋

櫻
子

）
・

分
け

入
っ

て
も

（
種

田
山

頭
火

）

三
省
堂

〔
詩

〕
・

朝
の

リ
レ

ー
（

谷
川

俊
太

郎
）

・
そ

れ
だ

け
で

い
い

（
杉

み
き

子
）

・
栄

光
の

架
橋

（
北

川
悠

仁
）

〔
詩

〕
〔

詩
〕

・
岩

が
（

吉
野

弘
）

・
初

恋
（

島
崎

藤
村

）
・

山
の

あ
な

た
（

カ
ー

ル
＝

ブ
ッ

セ
）

・
さ

く
ら

（
独

唱
）

（
森

山
直

太
朗

、
御

徒
町

凧
）

〔
俳

句
〕

・
斧

入
れ

て
（

与
謝

蕪
村

）
・

桐
一

葉
（

高
浜

虚
子

）
・

秋
つ

ば
め

（
黒

田
杏

子
）

・
囀

り
を

（
星

野
立

子
）

・
菜

の
花

が
（

細
見

綾
子

）
・

谺
し

て
（

杉
田

久
女

）
・

万
緑

の
（

中
村

草
田

男
）

・
芋

の
露

（
飯

田
蛇

笏
）

・
星

空
へ

（
橋

本
多

佳
子

）
・

い
く

た
び

も
（

正
岡

子
規

）
・

小
春

日
や

（
村

上
鬼

城
）

・
分

け
入

っ
て

も
（

種
田

山
頭

火
）

・
入

れ
も

の
が

（
尾

崎
放

哉
）

※
１

　
（

　
　

）
内

は
作

者
名

※
２

　
教

材
名

が
掲

載
さ

れ
て

い
な

い
場

合
は

、
作

品
の

出
だ

し
の

５
音

を
記

載
し

た
。

※
３

　
俳

句
の

単
元

に
所

収
の

与
謝

蕪
村

は
こ

の
項

目
に

記
載

し
た

。

「
別

紙
２

-
４

」
【
（
１
）
　
内
容
　
イ
　
調
査
項
目
の
具
体
的
な
内
容
　
e
〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕
「
読
む
こ
と
」
詩
歌
（
古
典
を
含
ま
な
い
）
の
作
品
名
と
作
者
名
 
】
（
中
学
校
　
国
語
）

学
年

発
行

者
第

１
学

年
第
２
学
年

第
３
学
年

・
未

来
へ

（
谷

川
俊

太
郎

）
・

落
葉

松
（

北
原

白
秋

）
・

わ
た

し
が

一
番

き
れ

い
だ

っ
た

と
き

（
茨

木
の

り
子

）
〔

短
歌

〕
・

桜
ば

な
（

岡
本

か
の

子
）

・
五

線
紙

に
（

小
野

茂
樹

）
・

靴
紐

を
（

山
田

航
）

・
十

二
色

の
（

荻
原

裕
幸

）
・

ほ
ん

と
う

に
（

穂
村

弘
）

・
卒

業
生

（
千

葉
聡

）
・

金
色

の
（

与
謝

野
晶

子
）

・
海

を
知

ら
ぬ

（
寺

山
修

司
）

・
観

覧
車

（
栗

木
京

子
）

・
く

れ
な

ゐ
の

（
正

岡
子

規
）

・
最

上
川

の
（

斎
藤

茂
吉

）
・

白
鳥

は
（

若
山

牧
水

）

・
「

寒
い

ね
」

と
（

俵
万

智
）

・
名

づ
け

ら
れ

た
葉

（
新

川
和

江
）

・
大

阿
蘇

（
三

好
達

治
）

・
3
6
5
日

の
紙

飛
行

機
（

秋
元

康
）

〔
短

歌
〕

・
「

寒
い

ね
」

と
（

俵
万

智
）

・
観

覧
車

（
栗

木
京

子
）

・
く

れ
な

ゐ
の

（
正

岡
子

規
）

・
そ

の
子

二
十

（
与

謝
野

晶
子

）
・

み
ち

の
く

の
（

斎
藤

茂
吉

）
・

草
わ

か
ば

（
北

原
白

秋
）

・
白

鳥
は

（
若

山
牧

水
）

・
葛

の
花

（
釈

迢
空

）
・

列
車

に
て

（
寺

山
修

司
）

・
シ

ャ
ボ

ン
ま

み
れ

の
（

穂
村

弘
）

・
細

胞
の

（
永

田
紅

）
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教
出

〔
詩

〕
・

ふ
し

ぎ
（

金
子

み
す

ゞ
）

・
河

童
と

蛙
（

草
野

心
平

）
・

春
（

安
西

冬
衛

）
・

耳
（

ジ
ャ

ン
＝

コ
ク

ト
ー

）
・

虫
（

八
木

重
吉

）
・

雪
（

三
好

達
治

）

〔
詩

〕
〔

詩
〕

・
春

に
（

谷
川

俊
太

郎
）

・
初

恋
（

島
崎

藤
村

）
・

水
の

星
（

茨
木

の
り

子
）

・
や

わ
ら

か
な

想
い

（
さ

く
ら

も
も

こ
）

〔
俳

句
〕

・
渡

り
鳥

（
上

田
五

千
石

）
・

お
お

か
み

に
（

金
子

兜
太

）
・

ず
ぶ

ぬ
れ

て
（

住
宅

顕
信

）
・

火
焔

土
器

よ
り

（
堀

本
裕

樹
）

・
夏

草
や

（
正

岡
子

規
）

・
春

の
浜

（
高

浜
虚

子
）

・
木

の
葉

ふ
り

や
ま

ず
（

加
藤

楸
邨

）
・

秋
草

に
（

木
下

夕
爾

）
・

蛍
獲

て
（

山
口

誓
子

）
・

万
緑

の
（

中
村

草
田

男
）

・
卒

業
の

（
芝

不
器

男
）

・
も

の
の

種
（

日
野

草
城

）
・

蝌
蚪

に
打

つ
（

野
見

山
朱

鳥
）

・
泥

鰌
浮

い
て

（
永

田
耕

衣
）

・
こ

の
道

し
か

な
い

（
種

田
山

頭
火

）
・

一
日

物
云

は
ず

（
尾

崎
放

哉
）

・
戦

争
が

（
渡

辺
白

泉
）

・
か

ぶ
と

む
し

（
宇

田
喜

代
子

）
・

よ
し

分
っ

た
（

池
田

澄
子

）
・

雲
を

雲
と

（
澤

村
斉

美
）

・
「

う
ご

く
」

「
い

や
（

伴
風

花
）

・
互

い
し

か
（

野
口

あ
や

子
）

・
椅

子
に

も
た

れ
（

永
田

紅
）

・
ど

こ
に

行
け

ば
（

永
田

紅
）

・
あ

あ
君

が
（

永
田

紅
）

・
十

代
に

（
小

島
な

お
）

※
１

　
（

　
　

）
内

は
作

者
名

※
２

　
教

材
名

が
掲

載
さ

れ
て

い
な

い
場

合
は

、
作

品
の

出
だ

し
の

５
音

を
記

載
し

た
。

※
３

　
俳

句
の

単
元

に
所

収
の

与
謝

蕪
村

は
こ

の
項

目
に

記
載

し
た

。

学
年

発
行

者
第

１
学

年
第
２
学
年

第
３
学
年

「
別

紙
２

-
４

」
【
（
１
）
　
内
容
　
イ
　
調
査
項
目
の
具
体
的
な
内
容
　
e
〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕
「
読
む
こ
と
」
詩
歌
（
古
典
を
含
ま
な
い
）
の
作
品
名
と
作
者
名
 
】
（
中
学
校
　
国
語
）

・
虹

の
足

（
吉

野
弘

）
・

豚
（

木
坂

涼
）

〔
短

歌
〕

・
白

鳥
は

（
若

山
牧

水
）

・
早

春
の

（
葛

原
妙

子
）

・
観

覧
車

（
栗

木
京

子
）

・
春

の
プ

ー
ル

（
穂

村
弘

）
・

あ
あ

皐
月

（
与

謝
野

晶
子

）
・

み
ち

の
く

の
（

斎
藤

茂
吉

）

・
日

本
脱

出
し

た
し

（
塚

本
邦

雄
）

・
海

を
知

ら
ぬ

（
寺

山
修

司
）

・
運

転
手

（
奥

村
晃

作
）

・
俺

は
帰

る
ぞ

（
佐

佐
木

幸
綱

）
・

砂
浜

に
（

俵
万

智
）

・
お

ね
が

い
ね

っ
て

（
東

直
子

）
・

講
堂

で
（

小
島

な
お

）
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光
村

〔
詩

〕
・

朝
の

リ
レ

ー
（

谷
川

俊
太

郎
）

・
あ

し
た

こ
そ

（
工

藤
直

子
）

・
お

れ
は

か
ま

き
り

（
工

藤
直

子
）

・
一

枚
の

絵
（

木
坂

涼
）

・
朝

（
吉

田
加

南
子

）
・

未
確

認
飛

行
物

体
（

入
沢

康
夫

）
・

土
（

三
好

達
治

）
・

大
阿

蘇
（

三
好

達
治

）
・

さ
く

ら
の

は
な

び
ら

（
ま

ど
・

み
ち

お
）

〔
詩

〕
〔

詩
〕

・
世

界
は

う
つ

く
し

い
と

（
長

田
弘

）
・

挨
拶

－
原

爆
の

写
真

に
よ

せ
て

（
石

垣
り

ん
）

・
初

恋
（

島
崎

藤
村

）
・

わ
た

し
を

束
ね

な
い

で
（

新
川

和
江

）
〔

俳
句

〕
・

ど
の

子
に

も
（

飯
田

龍
太

）
・

い
く

た
び

も
（

正
岡

子
規

）
・

跳
箱

の
（

友
岡

子
郷

）
・

た
ん

ぽ
ぽ

の
（

加
藤

楸
邨

）
・

分
け

入
つ

て
も

（
種

田
山

頭
火

）
・

赤
い

椿
（

河
東

碧
梧

桐
）

・
バ

ス
を

待
ち

（
石

田
波

郷
）

・
萬

緑
の

（
中

村
草

田
男

）
・

飛
び

込
み

の
（

神
野

紗
希

）
・

く
ろ

が
ね

の
（

飯
田

蛇
笏

）
・

金
剛

の
（

川
端

茅
舎

）
・

冬
菊

の
（

水
原

秋
櫻

子
）

・
流

れ
行

く
（

高
浜

虚
子

）
・

咳
を

し
て

も
（

尾
崎

放
哉

）

※
１
　
（
　
　
）
内
は

作
者

名

※
２
　
教
材
名
が
掲
載

さ
れ

て
い

な
い

場
合

は
、

作
品

の
出

だ
し

の
５

音
を

記
載

し
た

。

「
別

紙
２

-
４

」
【

（
１
）
　
内
容
　
イ
　
調
査
項
目
の
具
体
的
な
内
容
　
e
〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕
「
読
む
こ
と
」
詩
歌

（
古
典
を
含
ま
な
い
）
の
作
品
名
と
作
者
名
 
】
（
中
学
校
　
国
語
）

学
年

発
行

者
第

１
学

年
第
２
学
年

第
３
学
年

・
見

え
な

い
だ

け
（

牟
礼

慶
子

）
・

月
夜

の
浜

辺
（

中
原

中
也

）
・

木
（

田
村

隆
一

）
〔

短
歌

〕
・

く
れ

な
ゐ

の
（

正
岡

子
規

）
・

夏
の

か
ぜ

（
与

謝
野

晶
子

）
・

死
に

近
き

（
斎

藤
茂

吉
）

・
鯨

の
世

紀
（

馬
場

あ
き

子
）

・
蛇

行
す

る
（

俵
万

智
）

・
白

鳥
は

（
若

山
牧

水
）

・
の

ぼ
り

坂
の

（
佐

佐
木

幸
綱

）
・

ぽ
ぽ

ぽ
ぽ

と
（

河
野

裕
子

）
・

観
覧

車
（

栗
木

京
子

）
・

ゼ
ラ

チ
ン

の
（

穂
村

弘
）
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「
別
紙
２
-
５
」
【
（
１
）
　
内
容
　
イ
　
調
査
項
目
の
具
体
的
な
内
容
　
ｇ
発
展
的
な
内
容
を
取
り
上
げ
て
い
る
箇
所
の
名
称
　
】

東
書

・
該
当
箇
所
な
し

・
該

当
箇

所
な

し
・
古
典
の
文
法

三
省
堂

・
該
当
箇
所
な
し

・
該

当
箇

所
な

し
・
該
当
箇
所
な
し

教
出

・
該
当
箇
所
な
し

・
該

当
箇

所
な

し
・
古
典
文
法
活
用
表

光
村

・
該
当
箇
所
な
し

・
該

当
箇

所
な

し
・
文
語
の
活
用

　
　

　
　

学
年

発
行

者
第
１
学
年

第
２

学
年

第
３
学
年
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「
別
紙
２
－
６
」
【
　
神
話
や
伝
承
を
知
り
、
日
本
文
化

や
伝
統
に
関
心
を
も
た
せ
る
資
料
　
】
（
中
学
校
　
国
語
）

発
行

者
「

単
元
名
又
は
教
材
名
」
　
　
【
掲
載
方
法
】
　
　
記
述
の
概
要

（
学

年
　

掲
載

ペ
ー

ジ
）

東
書

「
さ
ま
ざ
ま
な

古
典

作
品

　
古

事
記

　
望

郷
の

歌
」

・
【
本
文
】
倭

建
命

が
「

足
が

三
重

に
折

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

、
と

て
も

疲
れ

て
し

ま
っ

た
」

と
言

っ
た

こ
と

か
ら

、
そ

の
地

が
「

三
重

」
と

名
付

け
ら

れ
た

と
い

う
伝

承
と

、
故

郷
の
大
和
の
国
を

思
っ

て
歌

っ
た

「
倭

は
　

国
の

真
秀

ろ
ば

　
た

た
な

づ
く

　
青

垣
　

山
籠

も
れ

る
　

倭
し

麗
し

」
の

歌
を

紹
介

（
１

年
Ｐ

2
9
2
）

「
読
書
案
内
　

本
で

世
界

を
広

げ
よ

う
　

日
本

文
化

」
・
【
本
文
】
読

書
案

内
の

中
で

、
ア

イ
ヌ

の
人

々
の

口
承

神
話

（
神

謡
）

や
天

地
創

造
の

物
語

「
ア

イ
ヌ

・
ラ

ッ
・

ク
ル

伝
」

が
収

録
さ

れ
た

本
を

紹
介

（
２

年
Ｐ

1
8
1
）

三
省
堂

「
古
事
記
」

・
【
本
文
】
「

大
国

主
神

と
因

幡
の

白
兎

」
と

「
倭

建
命

の
望

郷
の

歌
」

の
原

文
及

び
現

代
語

訳
を

掲
載

（
１

年
Ｐ

2
6
0
-
2
6
5
）

・
【
資
料
】
日

本
文

学
名

作
集

の
物

語
・

随
筆

な
ど

と
し

て
、

「
古

事
記

」
を

紹
介

（
１

年
Ｐ

3
0
0
、

２
年

Ｐ
3
0
4
、

３
年

Ｐ
2
8
8
）

教
出

「
銀
の
し
ず
く

降
る

降
る

」
・
【
資
料
】
【

写
真

】
ユ

ー
カ

ラ
研

究
に

取
り

組
ん

だ
女

性
の

生
き

方
に

つ
い

て
の

文
章

の
中

で
「

ア
イ

ヌ
神

謡
集

」
を

紹
介

（
１

年
Ｐ

2
8
6
-
2
9
5
）

・
【
資
料
】
古

典
文

学
の

名
作

と
し

て
「

古
事

記
」

を
紹

介
（

３
年

Ｐ
3
1
0
）

光
村

「
本
の
世
界
を

広
げ

よ
う

」
・
【
本
文
】
読

書
案

内
の

中
で

、
ア

イ
ヌ

の
人

々
の

口
承

神
話

を
掲

載
し

た
本

を
紹

介
（

２
年

Ｐ
8
8
）
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「
別

紙
２

－
７

」
【

　
防

災
や

自
然

災
害

の
扱

い
　

】
（

中
学

校
　

国
語

）

発
行

者
「

単
元

名
又

は
教

材
名

」
　

　
【

掲
載

方
法

】
　

　
記

述
の

概
要

（
学

年
　

掲
載

ペ
ー

ジ
）

東
書

「
読

書
案

内
　

本
の

世
界

を
楽

し
も

う
」

　
・

【
資

料
】

読
書

案
内

で
地

震
に

つ
い

て
扱

っ
た

本
を

紹
介

（
１

年
Ｐ

2
9
0
）

「
評

価
し

な
が

ら
聞

こ
う

」
　

・
【

本
文

】
東

日
本

大
震

災
を

取
り

上
げ

た
ス

ピ
ー

チ
を

教
材

に
使

用
（

３
年

Ｐ
5
4
-
5
5
）

「
扉

の
俳

句
　

７
」

　
・

【
本

文
】

【
写

真
】

東
日

本
大

震
災

後
に

詠
ん

だ
俳

句
を

被
災

地
の

写
真

と
と

も
に

掲
載

（
３

年
Ｐ

1
8
3
）

「
い

つ
も

の
よ

う
に

新
聞

が
届

い
た

－
メ

デ
ィ

ア
と

東
日

本
大

震
災

」
　

・
【

本
文

】
【

写
真

】
東

日
本

大
震

災
後

、
一

日
も

欠
か

さ
ず

新
聞

を
発

行
し

続
け

た
地

元
新

聞
社

の
活

動
を

通
し

て
、

情
報

の
意

義
と

メ
デ

ィ
ア

の
役

割
に

つ
い

て
考

え
る

。
実

際
の

新
聞

記
事

や
被

災
地

の
人

々
の

様
子

を
多

数
の

写
真

で
紹

介
（

３
年

Ｐ
1
8
4
-
1
9
5
）

「
話

し
合

い
で

意
見

を
ま

と
め

よ
う

」
　

・
【

本
文

】
話

し
合

い
の

話
題

に
「

災
害

が
起

き
た

と
き

に
備

え
て

、
今

、
私

た
ち

に
何

が
で

き
る

か
。

」
を

提
案

す
る

こ
と

と
し

、
メ

モ
や

話
し

合
い

の
例

を
掲

載
（

３
年

Ｐ
1
9
7
-
2
0
2
）

「
読

書
案

内
　

本
の

世
界

を
楽

し
も

う
」

　
・

【
本

文
】

東
日

本
大

震
災

に
関

す
る

本
を

紹
介

（
３

年
Ｐ

2
9
1
）

三
省

堂

「
防

災
に

関
す

る
デ

ー
タ

」
　

・
【

図
表

】
「

大
地

震
に

備
え

て
い

る
対

策
」

に
つ

い
て

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

を
ま

と
め

た
グ

ラ
フ

を
掲

載
（

１
年

Ｐ
1
4
5
）

「
『

み
ん

な
で

い
る

か
ら

大
丈

夫
』

の
怖

さ
」

　
・

【
本

文
】

災
害

時
の

心
構

え
に

関
す

る
文

章
を

掲
載

（
１

年
Ｐ

1
4
6
-
1
4
9
）

「
必

要
な

情
報

を
わ

か
り

や
す

く
伝

え
る

」
　

・
【

本
文

】
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
の

例
と

し
て

、
防

災
訓

練
の

案
内

を
掲

載
（

１
年

Ｐ
1
5
3
）

「
小

さ
な

図
書

館
」

　
・

【
本

文
】

「
生

き
方

」
と

し
て

、
防

災
用

品
に

関
す

る
本

を
紹

介
（

１
年

Ｐ
2
3
8
）

「
小

さ
な

図
書

館
」

　
・

【
本

文
】

東
日

本
大

震
災

や
地

震
に

関
す

る
本

を
紹

介
（

２
年

Ｐ
2
4
6
-
2
4
7
）

「
小

さ
な

図
書

館
」

　
・

【
本

文
】

東
日

本
大

震
災

で
被

災
し

た
会

社
の

本
を

紹
介

（
３

年
Ｐ

2
2
5
）

「
武

器
な

き
『

出
陣

』
－

千
本

松
原

が
語

り
継

ぐ
」

　
・

【
本

文
】

濃
尾

平
野

を
流

れ
る

三
大

河
川

の
氾

濫
と

、
薩

摩
藩

が
請

け
負

っ
た

治
水

工
事

を
紹

介
（

３
年

Ｐ
2
5
6
）

教
出

「
森

に
は

魔
法

つ
か

い
が

い
る

」
　

・
【

本
文

】
東

日
本

大
震

災
後

の
海

の
様

子
を

紹
介

（
１

年
Ｐ

9
5
-
9
6
）

「
広

告
の

情
報

を
考

え
る

」
　

・
【

写
真

（
ポ

ス
タ

ー
）

】
広

告
の

表
現

と
効

果
に

つ
い

て
考

え
る

た
め

に
、

宮
城

県
気

仙
沼

市
の

ポ
ス

タ
ー

を
掲

載
（

１
年

Ｐ
1
0
3
）

「
説

得
力

の
あ

る
提

案
を

す
る

」
　

・
【

本
文

】
災

害
へ

の
対

処
法

を
計

画
し

、
課

題
解

決
の

た
め

の
方

法
を

提
案

す
る

こ
と

を
課

題
と

し
、

中
学

生
向

け
の

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

の
作

成
・

配
布

と
い

う
解

決
の

例
を

掲
載

（
２

年
Ｐ

6
1
-
6
3
）

「
紙

の
建

築
」

　
・

【
本

文
】

【
写

真
】

阪
神

・
淡

路
大

震
災

、
東

日
本

大
震

災
、

熊
本

地
震

な
ど

の
災

害
復

興
に

紙
の

建
築

物
が

ど
の

よ
う

に
活

用
さ

れ
た

か
を

説
明

し
た

文
章

を
掲

載
（

２
年

Ｐ
1
0
6
-
1
1
2
）

「
a
s
y
n
c
－

同
期

し
な

い
こ

と
」

　
・

【
本

文
】

【
写

真
】

東
日

本
大

震
災

で
被

災
し

た
「

津
波

ピ
ア

ノ
」

の
紹

介
を

導
入

と
す

る
文

章
を

掲
載

（
３

年
Ｐ

9
2
-
9
5
）

「
広

が
る

本
の

世
界

４
」

　
・

【
本

文
】

東
日

本
大

震
災

に
関

す
る

本
を

紹
介

（
３

年
Ｐ

1
1
2
）

光
村

「
メ

デ
ィ

ア
の

特
徴

を
生

か
し

て
情

報
を

集
め

よ
う

」
・

【
本

文
】

【
写

真
】

東
日

本
大

震
災

で
の

事
例

を
基

に
、

身
近

な
地

域
を

想
定

し
た

災
害

対
策

に
つ

い
て

考
え

る
教

材
を

掲
載

（
２

年
Ｐ

6
3
）
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「
別
紙
２
－
８
」
【
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
扱
い
　
】
（
中
学
校
　
国
語
）

発
行
者

「
単
元
名
又
は
教
材
名
」
　
　
【
掲
載
方
法
】
　
　
記
述
の
概
要
（
学
年
　
掲
載
ペ
ー
ジ
）

東
書

「
風
を
受
け
て
走
れ
」

　
・
【
本
文
】
【
写
真
】
義
肢
装
具
士
を
紹
介
す
る
文
章
の
中
で
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
活
躍
を
写
真
と
と
も
に
紹
介
（
１
年
Ｐ
1
7
8
）

「
読
書
案
内
　
本
で
世
界
を
広
げ
よ
う
　
福
祉
・
共
生
」

　
・
【
本
文
】
読
書
案
内
で
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
や
関
係
者
の
著
書
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
歴
史
等
に
関
す
る
著
書
を
紹
介
（
１
年
Ｐ
1
8
0
）

「
読
書
案
内
　
本
の
世
界
を
楽
し
も
う
」

　
・
【
資
料
】
読
書
案
内
で
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
著
書
を
紹
介
（
２
年
Ｐ
2
8
9
）

「
観
察
・
分
析
し
て
論
じ
よ
う
」

　
・
【
本
文
】
批
評
文
に
関
す
る
問
題
の
参
考
資
料
と
し
て
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
す
る
記
事
を
掲
載
（
３
年
Ｐ
1
1
2
-
1
1
3
）

三
省
堂

「
見
え
な
い
チ
カ
ラ
と
キ
セ
キ
」

　
・
【
本
文
】
【
写
真
】
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
紹
介
す
る
コ
ラ
ム
を
写
真
と
と
も
に
掲
載
（
２
年
Ｐ
2
6
8
-
2
7
3
）

「
批
判
的
に
読
む
」

　
・
【
写
真
】
批
判
的
に
読
む
こ
と
の
資
料
と
し
て
、
「
2
0
2
0
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
に
関
す
る
新
聞
記
事
を
掲
載
（
３
年
Ｐ
4
3
）

「
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
」

　
・
【
本
文
】
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
の
テ
ー
マ
例
と
し
て
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
連
す
る
本
」
を
紹
介
（
３
年
Ｐ
1
7
9
）

教
出

「
夢
を
跳
ぶ
」

　
・
【
本
文
】
【
写
真
】
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
文
章
を
掲
載
（
２
年
Ｐ
7
2
-
7
6
）

「
広
が
る
本
の
世
界
３
」

　
・
【
本
文
】
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
本
を
紹
介
（
２
年
Ｐ
8
9
）

「
言
葉
で
つ
か
ん
だ
世
界
一
」

　
・
【
本
文
】
【
写
真
】
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
紹
介
す
る
文
章
を
掲
載
（
３
年
Ｐ
3
0
8
-
3
0
9
）

光
村

「
情
報
を
読
み
取
ろ
う
」

　
・
【
本
文
】
平
成
2
7
年
度
「
国
語
に
関
す
る
世
論
調
査
」
の
結
果
に
関
す
る
記
事
の
中
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
連
す
る
内
容
を
掲
載
（
１
年
Ｐ
6
3
）

「
ブ
ラ
イ
ン
ド
の
向
こ
う
に
見
え
る
光
」

　
・
【
本
文
】
【
写
真
】
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
へ
の
取
材
を
基
に
し
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
掲
載
（
１
年
Ｐ
8
8
）

「
読
書
案
内
　
本
の
世
界
を
広
げ
よ
う
」

　
・
【
本
文
】
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
本
を
紹
介
（
１
年
Ｐ
1
9
5
）

「
報
道
文
を
比
較
し
て
読
も
う
」

　
・
【
本
文
】
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
が
始
ま
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
報
じ
た
新
聞
記
事
を
比
較
し
て
読
む
た
め
の
教
材
と
し
て
掲
載

（
３
年
Ｐ
6
4
-
6
8
）
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「
別
紙
３
」
　
【
（
２
）
構

成
上
の
工
夫
】
　
（
中
学
校
　
国
語

）

東
書

・
巻

末
に

、
３

年
間

の
「

言
葉

の
力

」
と

「
学

び
を

支
え

る
言

葉
の

力
」

の
一

覧
を

掲
載

し
、

巻
頭

に
各

学
年

の
学

習
内

容
と

学
習

指
導

要
領

と
の

対
応

を
提

示
し

て
い

る
。

・
「

話
す

・
聞

く
」

「
書

く
」

で
は

、
完

成
作

品
例

や
、

途
中

段
階

の
具

体
例

、
話

合
い

の
例

な
ど

が
示

さ
れ

て
い

る
。

（
１

年
Ｐ

5
5
な

ど
）

・
各

教
材

を
「

目
標

」
・

「
問

い
か

け
」

→
「

言
葉

の
力

」
→

記
述

式
の

「
振

り
返

り
」

と
い

う
流

れ
で

構
成

し
、

生
徒

が
主

体
的

に
取

り
組

ん
だ

り
振

り
返

っ
た

り
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

・
カ

ラ
ー

バ
リ

ア
フ

リ
ー

を
含

む
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
を

採
用

し
て

い
る

。
・

挿
絵

や
図

版
を

適
宜

配
置

す
る

こ
と

に
よ

り
見

や
す

い
レ

イ
ア

ウ
ト

に
し

て
い

る
。

等
が

示
さ

れ
て

い
る

。

・
二

次
元

コ
ー

ド
が

あ
り

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
学

習
に

関
連

す
る

資
料

を
見

る
こ

と
が

で
き

る
。

三
省

堂

・
「

領
域

別
教

材
一

覧
」

に
「

つ
け

た
い

力
」

を
示

し
、

見
通

し
を

も
っ

て
学

習
に

取
り

組
め

る
よ

う
に

工
夫

し
て

い
る

。
・

各
教

材
で

、
目

標
を

確
か

め
て

、
学

習
の

見
通

し
を

持
ち

、
「

学
習

の
流

れ
」

が
分

か
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

・
単

元
の

ま
と

め
で

、
振

り
返

り
の

キ
ー

ワ
ー

ド
が

示
さ

れ
、

こ
れ

か
ら

の
学

習
に

生
か

す
た

め
、

自
分

の
学

習
を

振
り

返
っ

て
評

価
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

・
カ

ラ
ー

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

を
採

用
し

て
い

る
。

・
レ

イ
ア

ウ
ト

や
挿

絵
・

図
版

の
配

置
等

を
、

わ
か

り
や

す
く

、
見

や
す

い
よ

う
に

工
夫

し
て

い
る

。
等

が
示

さ
れ

て
い

る
。

・
二

次
元

コ
ー

ド
が

あ
り

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
学

習
に

関
連

す
る

資
料

を
見

る
こ

と
が

で
き

る
。

教
出

・
単

元
の

構
成

と
学

び
を

進
め

る
七

つ
の

キ
ー

ワ
ー

ド
に

よ
り

、
多

様
な

話
題

へ
の

取
組

を
通

し
て

言
葉

の
力

を
高

め
る

。
・

各
教

材
に

学
習

内
容

を
明

確
化

す
る

ペ
ー

ジ
を

設
け

、
各

教
材

に
入

る
前

に
、

内
容

を
よ

り
深

く
理

解
し

た
り

、
学

習
内

容
を

認
識

し
た

り
す

る
た

め
の

手
立

て
を

示
し

て
い

る
。

・
「

目
標

」
と

「
振

り
返

り
」

で
、

課
題

意
識

を
高

め
、

学
習

内
容

を
達

成
し

た
か

、
学

習
者

自
ら

が
学

習
の

方
法

や
内

容
を

振
り

返
り

、
学

ん
だ

こ
と

を
自

覚
で

き
る

よ
う

に
工

夫
し

て
い

る
。

・
カ

ラ
ー

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

や
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
フ

ォ
ン

ト
を

採
用

し
て

い
る

。
・

レ
イ

ア
ウ

ト
や

表
現

方
法

を
見

や
す

い
よ

う
に

工
夫

し
て

い
る

。
等

が
示

さ
れ

て
い

る
。

・
二

次
元

コ
ー

ド
が

あ
り

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
学

習
に

関
連

す
る

資
料

を
見

る
こ

と
が

で
き

る
。

光
村

・
巻

頭
に

、
１

年
間

の
国

語
学

習
全

体
を

見
渡

せ
る

資
料

を
提

示
し

て
い

る
。

・
「

学
習

」
（

手
引

き
）

の
「

見
通

し
を

も
つ

」
で

何
を

何
の

た
め

に
学

ぶ
か

を
把

握
し

、
「

学
習

課
題

」
で

学
習

過
程

に
即

し
て

主
体

的
に

学
び

、
「

振
り

返
る

」
で

自
己

の
成

長
を

実
感

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
る

。

・
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
・

カ
ラ

ー
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
を

採
用

し
て

い
る

。
等

が
示

さ
れ

て
い

る
。

・
二

次
元

コ
ー

ド
が

あ
り

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
学

習
に

関
連

す
る

資
料

を
見

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
　

　
　

項
目

発
行

者
ア

　
「

主
体

的
・

対
話

的
で

深
い

学
び
」
の
実
現
に
向
け
た
工
夫

ウ
　
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

　
の
扱
い

イ
　
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
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